
　
　
　
　
　

は
じ
め
に

　

本
書
は
清
光
緒
十
九
年
（
一
八
九
三
年
）
に
刊
行
さ
れ
た
宣
講
書
で
あ
る
。１

封
面
に
は
﹁
光
緒
十
九
年
鐫
／
触
目
警
心
／
沙
市
善
成
堂
蔵
梓
﹂
と
記
す
。
善

成
堂
は
四
川
の
傅
氏
が
咸
豊
年
間
（
一
八
五
一
～
一
八
六
一
）
に
創
業
し
た
書

肆
で
、
重
慶
に
本
店
を
置
き
、
四
川
成
都
、
江
西
南
昌
、
湖
北
沙
市
・
漢
口
、

山
東
東
昌
・
済
南
、
北
京
な
ど
各
地
に
支
店
が
あ
っ
た
。２
沙
市
は
湖
北
省
荊

州
に
隣
接
す
る
町
で
、
唐
代
に
は
重
要
な
物
資
の
集
散
す
る
港
湾
と
な
り
、
清

代
に
は
沙
市
鎮
と
称
し
て
江
陵
県
に
属
し
、
商
業
都
市
と
し
て
発
展
し
た
。３ 

な
お
巴
蜀
善
成
堂
蔵
板
の
宣
講
書
に
﹃
宣
講
金
針
﹄
四
巻
が
あ
り
、４　
山
東
聊

城
の
善
成
堂
が
出
版
し
た
宣
講
書
に
﹃
宣
講
宝
銘
﹄
六
巻
（
？
）
が
あ
る
。５

　

早
稲
田
大
学
蔵
本
の
第
一
冊
表
紙
に
は
﹃
宣
講
小
説
触
目
警
心
﹄
と
筆
写
し

て
お
り
、
筆
者
や
時
期
は
定
か
で
な
い
が
、
宣
講
書
が
小
説
と
し
て
読
ま
れ
た

こ
と
も
示
唆
す
る
。
半
葉
九
行
、
行
二
十
三
字
。
各
巻
五
案
を
収
録
し
、
冒
頭

に
目
次
を
掲
載
す
る
。
各
案
証
は
第
一
葉
第
一
行
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
ま
た

﹁
滴
血
成
珠
﹂
な
ど
の
案
証
に
は
末
葉
に
捐
刻
者
の
姓
名
を
刻
す
る
。

巻
一
１
．﹁
五
桂
聯
芳
﹂
十
四
号
６

（
第
一
冊
第
一
～
十
五
葉
）（
宣
三
場
）　

採
取
﹃
宣

講
福
報
﹄７

　
　

２
．﹁
滴
血
成
珠
﹂（
第
一
～
四
十
葉
）（
宣
十
七
場
）　

採
取
﹃
宣
講
珠
璣
﹄８　

張

錫
笏
捐
刻

　
　

３
．﹁
白
雞
公
﹂（
第
一
～
七
葉
）（
宣
二
場
）　

採
取
﹃
増
訂
輯
要
﹄９

　
　

４
．﹁
天
賜
孝
粟
﹂（
第
一
～
九
葉
）（
宣
六
場
）　

採
取
﹃
福
縁
善
果
﹄10

　
　

５
．﹁
戒
烟
全
節
﹂（
第
一
～
十
葉
）（
宣
五
場
）　

採
取
﹃
浪
裏
生
舟
﹄11　

劉
吉
詮

弟
兄
捐
刻

巻
二
６
．﹁
白
玉
圏
﹂（
第
二
冊
第
一
～
二
十
三
葉
）（
宣
十
三
場
）　

採
取
﹃
万
善
帰
一
﹄12

　
　

７
．﹁
便
人
自
便
﹂（
第
一
～
十
五
葉
）（
宣
八
場
）　

採
取
﹃
宣
講
大
全
﹄13

　
　

８
．﹁
集
冤
亭
﹂（
第
一
～
十
五
葉
）（
宣
九
場
）
採
取
﹃
万
善
帰
一
﹄14　

羅
沢
源
・

肖
興
禄
・
鍾
礼
斌
捐
刻

　
　

９
．﹁
双
還
魂
﹂（
第
一
～
十
六
葉
）（
宣
四
場
）　

採
取
﹃
万
善
帰
一
﹄15

　
　

10
．﹁
忘
恩
負
義
﹂（
第
一
～
十
一
葉
）（
宣
四
場
）　

採
取
﹃
福
縁
善
果
﹄16

巻
三
11
．﹁
作
善
団
円
﹂（
第
三
冊
第
一
～
二
十
三
葉
）（
宣
七
場
）　

採
取
﹃
宣
講
珠
璣
﹄17

　
　

12
．﹁
貞
烈
女
楼
﹂（
第
一
～
十
四
葉
）（
宣
六
場
）　

採
取
﹃
明
善
復
初
﹄18　

王
恩

　
　
　『
触
目
警
心
』
五
巻 

─ 

湖
北
の
物
語
宣
講
書
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一



賢
弟
兄
捐
刻

　
　

13
．﹁
修
路
獲
金
﹂（
第
一
～
十
葉
）（
宣
四
場
）　

採
取
﹃
明
善
復
初
﹄19

　
　

14
．﹁
双
槐
樹
﹂（
第
一
～
二
十
一
葉
）（
宣
十
一
場
）　

採
取
﹃
保
命
金
丹
﹄20

　
　

15
．﹁
鴛
鴦
巧
瓶
﹂（
第
一
～
十
三
葉
）（
宣
四
場
）　

採
取
﹃
福
縁
善
果
﹄

巻
四
16
．﹁
成
人
美
﹂（
第
四
冊
第
一
～
二
十
五
葉
）（
宣
六
場
）　

採
取
﹃
救
劫
金
丹
﹄21

　
　

17
．﹁
孝
遇
奇
縁
﹂（
第
一
～
十
二
葉
）（
宣
四
場
）　

採
取
﹃
広
化
篇
﹄22

　
　

18
．﹁
珍
珠
塔
﹂（
第
一
～
二
十
二
葉
）（
宣
八
場
）　

採
取
﹃
浪
裏
生
舟
﹄23

　
　

19
．﹁
鳳
凰
山
﹂（
第
一
～
十
一
葉
）（
宣
七
場
）　

採
取
﹃
避
溺
艇
﹄24

　
　

20
．﹁
虐
母
化
慈
﹂（
第
一
～
十
三
葉
）（
宣
六
場
）　

採
取
﹃
福
縁
善
果
﹄

巻
五
21
．﹁
飛
龍
山
﹂（
第
五
冊
第
一
～
十
一
葉
）（
宣
四
場
）　

採
取
﹃
宣
講
大
全
﹄25

　
　

22
．﹁
太
乙
指
地
﹂（
第
一
～
二
十
二
葉
）（
宣
七
場
）　

採
取
﹃
増
訂
輯
要
﹄26

　
　

23
．﹁
愛
弟
存
孤
﹂（
第
一
～
十
八
葉
）（
宣
六
場
）　

採
取
﹃
福
縁
善
果
﹄

　
　

24
．﹁
嫌
妻
受
窮
﹂（
第
一
～
十
一
葉
）（
宣
六
場
）　

採
取
﹃
広
化
篇
﹄27

　
　

25
．﹁
双
屈
縁
﹂（
第
一
～
十
九
葉
）（
宣
九
場
）　

採
取
﹃
万
善
帰
一
﹄28

　

本
書
は
以
上
の
よ
う
に
、
各
案
証
を
単
行
で
き
る
体
裁
を
取
っ
て
お
り
、
十

五
葉
以
上
の
長
編
が
半
数
を
占
め
、
試
練
を
克
服
し
て
幸
福
を
得
る
と
い
う
内

容
の
物
語
が
多
く
、﹁
五
桂
聯
芳
﹂﹁
滴
血
成
珠
﹂﹁
珍
珠
塔
﹂
な
ど
は
独
立
し

た
演
劇
作
品
と
し
て
も
有
名
で
あ
る
。
案
証
に
は
採
取
元
の
宣
講
書
名
を
注
記

し
て
お
り
、
本
書
が
別
の
宣
講
書
か
ら
案
証
を
選
ん
で
再
編
集
し
た
こ
と
が
わ

か
る
。
ま
た
案
証
の
内
容
を
検
討
す
る
と
、
数
量
的
に
善
悪
案
七
篇
、
孝
不
孝

案
五
篇
、
兄
弟
案
一
篇
、
夫
婦
案
十
一
篇
、
冤
罪
案
一
篇
と
、
圧
倒
的
に
夫
婦

案
が
多
数
を
占
め
て
お
り
、
本
来
の
聖
諭
宣
講
に
お
い
て
多
数
を
占
め
て
い
た

孝
悌
案
を
上
回
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
認
め
ら
れ
、
男
女
の
愛
情
説
話
が

好
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
表
し
て
い
る
。

　

本
論
で
は
物
語
性
の
あ
る
案
証
が
聴
衆
に
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
様
子

を
こ
の
宣
講
書
に
よ
っ
て
考
察
し
て
み
た
い
。

　
　
　
　
　

二　

善
悪
案
七
篇

　
　

１
．「
五
桂
聯
芳
」（
十
五
葉
）
︱
竇
禹
鈞
の
善
行

　

竇
禹
鈞
が
善
行
を
重
ね
て
五
人
の
優
秀
な
子
を
授
か
る
。竇
禹
鈞
は
五
代
晋
、

幽
州
の
人
で
、宋
の
王
応
麟
（
一
二
二
三
︱
一
二
九
六
）
編
﹃
三
字
経
﹄
に
は
、

﹁
竇
燕
山
、
有
義
方
、
教
五
子
、
名
倶
揚
﹂
と
歌
わ
れ
る
教
育
者
と
し
、29　
明
末

の
善
書
﹃
文
昌
帝
君
陰
騭
文
﹄
に
も
、﹁
竇
氏
済
人
、
高
折
五
子
之
桂
﹂
と
簡

単
に
し
か
記
さ
な
い
が
、30　
清
の
周
夢
顔
（
一
六
五
六
～
一
七
三
九
）﹃
文
昌
帝

君
陰
騭
文
広
義
節
録
﹄
に
は
、
亡
祖
父
が
夢
に
現
れ
て
善
行
を
勧
め
た
た
め
、

幼
女
を
形
に
家
の
金
を
盗
ん
だ
家
僕
を
許
し
た
う
え
、
そ
の
幼
女
を
養
育
し
て

嫁
入
り
さ
せ
た
こ
と
、
ま
た
一
族
の
冠
婚
葬
祭
を
援
助
し
た
り
、
書
院
を
建
て

て
学
士
を
育
て
た
り
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
聡
明
な
五
子
を
授
か
っ
た
こ
と
な

ど
、
具
体
的
な
善
行
を
記
載
す
る
に
至
っ
た
。31　

五
代
竇
禹
鈞
、
燕
山
人
、
年
三
十
外
無
子
。
夢
祖
父
告
曰
、﹁
汝
不
但
無
子
、
且
不
寿
、

宜
早
修
徳
以
回
天
。﹂
禹
鈞
由
是
力
行
善
事
。
有
家
人
盗
銭
二
百
千
、
自
書
券
系
幼
女

二



背
、
曰
、﹁
永
売
此
女
、
以
償
所
負
﹂、
遂
遁
。
公
憐
之
、
焚
券
養
女
、
及
笄
、
択
配
嫁
之
。

同
宗
外
戚
、
有
喪
不
能
挙
、
出
銭
葬
之
、
有
女
不
能
嫁
、
出
銭
嫁
之
。
公
量
毎
歳
所
入
、

除
伏
臘
供
給
外
、
悉
以
済
人
。
家
唯
倹
素
、
無
金
玉
之
飾
、
無
衣
帛
之
妾
。
於
宅
南
建

書
院
、
聚
書
数
千
巻
、
延
師
課
四
方
孤
寒
之
士
、
厚
其
廩
餼
。
由
公
顕
者
甚
衆
。
不
久
、

連
生
五
子
、
皆
聡
明
俊
偉
。
復
夢
祖
父
告
曰
、﹁
汝
数
年
来
、
功
徳
浩
大
、
名
掛
天
曹
、

延
寿
三
紀
、
五
子
倶
顕
栄
。
汝
当
益
加
勉
励
、
無
惰
初
心
也
。﹂

　

竇
禹
鈞
の
善
行
説
話
は
こ
の
よ
う
に
物
語
化
の
要
素
を
す
で
に
有
し
て
い
た

が
、後
に
﹃
宣
講
拾
遺
﹄（
一
八
七
二
年
）
巻
四
﹁
燕
山
五
桂
﹂（
二
六
六
六
字
）

で
は
長
編
化
し
、
さ
ら
に
本
書
の
﹁
五
桂
聯
芳
﹂（
五
七
一
六
字
）
に
至
る
と
、

そ
の
ほ
ぼ
二
倍
の
長
さ
に
改
編
さ
れ
て
、
以
下
の
よ
う
に
、
満
天
飛
と
い
う
悪

辣
な
船
頭
が
河
の
真
ん
中
で
船
を
止
め
て
船
賃
を
要
求
し
て
苦
し
め
る
の
を

見
て
懲
ら
し
め
る
た
め
、
禹
鈞
が
橋
を
造
っ
て
往
来
の
人
を
助
け
た
り
（
４
）、

妻
が
身
を
売
っ
て
死
ん
だ
姑
の
葬
儀
の
金
を
作
ろ
う
と
す
る
夫
婦
を
援
助
し
た

り
（
５
）、
鄭
明
が
罪
に
連
座
し
た
た
め
子
女
を
売
っ
て
作
っ
た
金
を
落
と
し
、

禹
鈞
が
そ
れ
を
拾
っ
て
救
う
と
、
鄭
明
は
報
恩
の
た
め
に
娘
を
嫁
が
せ
る
が
、

禹
鈞
が
拒
絶
し
た
り
（
７
）、
禹
鈞
が
再
婚
の
女
性
を
紹
介
さ
れ
る
が
、
女
性

の
独
身
を
通
す
意
思
が
強
い
た
め
、
再
婚
を
あ
き
ら
め
る
こ
と
を
述
べ
た
り

（
８
）
等
の
描
写
を
加
え
、
具
体
的
に
善
行
を
積
む
こ
と
を
述
べ
る
こ
と
に
よ
っ

て
長
編
の
物
語
と
な
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
両
書
の
叙
述
を
比
較
す
る
と
以
下

の
ご
と
く
で
あ
る
。

　
　
　
﹃
触
目
警
心
﹄
巻
一
﹁
五
桂
聯
芳
﹂／﹃
宣
講
拾
遺
﹄
巻
四
﹁
燕
山
五
桂
﹂

１
．
昔
、﹃
文
昌
帝
君
陰
隲
文
﹄
曰
、﹁
竇
氏
済
人
。﹂
︙
︙
余
逐
一
講
説
。／
毎
嘆
世
之

愚
夫
、
多
有
刻
薄
慳
吝
。
︙
︙
古
有
一
案
、
而
能
改
過
遷
善
。

２
．
祖
父
罵
曰
、﹁
爾
這
奴
才
、
造
罪
不
小
、
刻
薄
奸
貪
。
︙
︙
﹂
／
見
父
帯
怒
色
而
責

之
曰
、︹
宣
︺﹁
呼
一
声
、
禹
鈞
児
、
甚
是
愚
蠢
。
︙
︙
﹂

３
．
燕
山
亦
入
廟
去
聴
、
正
読
﹁
堪
嘆
人
生
莫
来
由
。
︙
︙
﹂
此
是
呂
祖
勧
人
淡
財
歌
。

︙
︙
燕
山
聴
至
此
、
大
不
歓
悦
。
以
為
譏
誚
之
語
。／
自
書
黄
疏
、
表
悔
罪
之
心

於
上
帝
、︹
宣
︺﹁
竇
禹
鈞
、
跪
炉
前
、
自
陳
己
過
。
︙
︙
﹂

４
．
有
一
渡
夫
打
渡
、
混
名
満
天
飛
、
︙
︙
将
過
河
衆
人
推
至
当
江
之
中
停
舟
要
銭
。

︙
不
如
将
此
河
修
一
座
大
橋
以
便
往
来
。／
造
河
船
以
済
人
渡
、
修
橋
路
以
便
人

行
。

５
．
偶
聴
茅
房
有
悲
声
、︙
︙︹
歌
︺﹁
哭
声
夫
君
涙
滂
沱
。
︙
︙
﹂其
夫
又
哭
云
、︹
歌
︺

﹁
賢
妻
不
必
抱
怨
我
。
︙
︙
﹂
︙
︙
嫁
妻
預
備
母
親
終
天
之
事
。／
×

６
．
撿
一
手
帕
包
裹
︙
︙
是
白
銀
一
錠
金
釵
一
隻
。
︙
︙
只
見
一
個
中
年
婦
人
慌
慌
忙

忙
、
恍
惚
無
主
而
来
。
︙
︙
因
丈
夫
鄭
明
、
︙
︙
牽
連
受
害
、
︙
︙
只
得
売
子
売

女
、
勉
強
辨
這
点
銀
子
。
︙
︙
燕
山
従
此
立
功
、
共
有
四
千
功
労
。／
一
日
閑
遊

於
延
慶
寺
、
撿
銀
一
封
、
︙
︙
忽
一
人
垂
涙
而
至
曰
、﹁
父
犯
大
辟
、
売
女
贖
父
、

︙
︙
誤
将
銀
失
去
。﹂
︙
︙
方
便
数
年
、
共
助
葬
者
二
十
七
家
、
助
嫁
娶
者
三
十

六
人
。
︙
︙
一
夕
又
夢
見
父
欣
然
相
告
曰
、︹
宣
︺﹁
禹
鈞
児
、真
乃
是
、善
根
不
浅
。

︙
︙
﹂

７
．
吩
咐
鄭
女
安
宿
、独
自
自
坐
以
待
旦
、不
妄
動
一
毫
邪
念
。
此
夜
立
功
一
万
。
何
也
。

万
悪
淫
為
首
、
首
悪
既
除
、
而
万
善
倶
備
。／
×

三



８
．
後
又
有
人
作
合
、
︙
︙
那
知
此
婦
居
孀
心
堅
、
︙
︙
︹
歌
︺﹁
引
着
嬌
児
哭
一
更
。

︙
︙
﹂
︙
︙
燕
山
聴
明
、
︙
︙
不
娶
而
帰
。
︙
︙
未
上
一
年
、
夫
人
身
懐
有
孕
。

／
×

　
　

７
．「
便
人
自
便
」（
十
五
葉
）
︱
正
直
者
の
出
世

　

正
直
者
が
西
方
に
因
果
を
尋
ね
る
途
中
で
山
賊
の
娘
に
救
わ
れ
、
老
人
か
ら

娘
が
唖
で
あ
る
理
由
な
ど
を
、
ま
た
老
龍
か
ら
飛
べ
な
い
理
由
を
釈
迦
に
尋
ね

て
ほ
し
い
と
頼
ま
れ
て
解
決
し
、
老
龍
の
宝
珠
を
朝
廷
に
献
上
し
て
﹁
進
宝
状

元
﹂
を
授
か
る
。

宋
仁
宗
時
、
江
南
寧
国
府
常
安
県
32

、
王
臣
の
子
邦
賢
。
善
行
を
尽
く
し
た
に
も
拘
わ

ら
ず
貧
窮
し
て
人
に
嘲
笑
さ
れ
た
た
め
、
西
天
に
そ
の
因
果
を
尋
ね
に
行
き
、
途
中
で

太
行
山
の
崑
崙
大
王
朱
貴
に
捕
ま
る
が
、
そ
の
娘
蘭
英
が
観
音
菩
薩
の
託
宣
に
よ
っ
て

銀
と
馬
を
贈
っ
て
下
山
さ
せ
る
。
蘭
英
は
山
を
追
わ
れ
て
集
賢
村
の
張
奇
の
養
女
と
な

る
。
邦
賢
は
流
沙
河
で
盗
賊
の
毒
煙
を
吸
っ
て
荷
物
を
奪
わ
れ
る
が
、
趙
普
翁
に
救
わ

れ
、
西
天
で
娘
秀
英
の
唖
の
わ
け
な
ど
を
聞
く
よ
う
依
頼
さ
れ
る
。
ま
た
西
蔵
の
山
下

で
老
龍
に
千
年
飛
べ
ぬ
わ
け
を
聞
く
よ
う
依
頼
さ
れ
、
西
天
で
三
世
因
果
経
を
聴
き
、

龍
の
頭
を
夜
明
珠
が
抑
え
て
い
る
こ
と
、
娘
が
婿
を
迎
え
れ
ば
唖
は
治
癒
す
る
こ
と
な

ど
を
教
え
ら
れ
て
帰
還
し
、
趙
家
の
婿
と
な
り
、
朝
廷
に
老
龍
の
宝
珠
を
献
上
し
て
進

宝
状
元
を
授
か
り
、
陝
西
巡
撫
に
赴
任
し
て
蘭
英
を
招
く
。
張
奇
の
娘
玉
容
は
周
翰
林

に
嫁
が
せ
る
。
朱
貴
は
蘭
英
の
嘆
願
に
よ
り
囚
人
を
身
代
り
に
処
刑
す
る
。

　

こ
の
案
証
は
﹃
宣
講
集
要
﹄
巻
十
一
﹁
方
便
美
報
﹂
を
や
や
短
く
改
編
し

た
も
の
で
あ
り
、
両
者
を
比
較
す
る
と
、﹁
方
便
美
報
﹂
に
は
、
山
賊
の
娘
が

西
方
に
行
く
若
者
に
父
親
の
改
心
の
時
期
を
釈
迦
に
尋
ね
さ
せ
る
場
面
（
１
）、

若
者
が
老
人
に
三
代
続
く
六
件
の
善
行
を
説
明
し
、
老
人
が
善
行
を
勧
め
る
場

面
（
２
）、
釈
迦
が
山
賊
と
そ
の
娘
が
救
わ
れ
る
と
告
げ
る
場
面
（
３
）
が
あ
る
。

﹁
便
人
自
便
﹂
に
は
、
蘭
英
が
父
親
の
助
命
を
求
め
る
宣
詞
が
あ
る
。

　
　
　
﹃
触
目
警
心
﹄
巻
一
﹁
便
人
自
便
﹂／﹃
宣
講
集
要
﹄
巻
十
一
﹁
方
便
美
報
﹂

１
．
×
／
﹁
想
此
事
由
命
不
由
人
。
︙
︙
若
無
家
室
、
将
奴
終
身
負
託
於
他
、
替
我
西

天
問
仏
、看
我
父
親
幾
時
回
心
。﹂小
姐
便
問
、﹁
相
公
有
多
大
年
紀
。
︙
︙
﹂　
︹
宣
︺

﹁
邦
賢
聴
得
小
姐
問
、
腹
内
思
量
口
問
心
。
︙
︙
若
得
放
我
西
天
去
、
甚
如
宝
塔

点
明
燈
。﹂

２
．
趙
翁
纔
知
他
三
代
為
善
、
無
有
好
報
。
︙
︙
／
﹁
把
你
家
三
代
所
行
善
事
、
説
与

我
聴
。﹂
王
公
子
道
、﹁
論
我
家
所
行
善
事
、
總
是
広
行
方
便
、
︙
︙
第
六
件
、

遇
有
冤
枉
、
与
人
排
難
解
紛
。
︙
︙
﹂
趙
翁
曰
、﹁
夫
天
地
無
私
、
神
明
鑑
察
。

︙
︙
﹂︹
宣
︺﹁
心
不
明
来
点
甚
燈
、
意
不
公
平
誦
甚
経
。
︙
︙
﹂

３
．
×
／
那
太
行
山
放
活
生
命
一
百
、
父
女
自
然
有
報
。

４
．
其
妻
泣
啼
上
前
求
情
曰
、︹
詞
︺﹁
尊
声
老
爺
慢
施
刑
。
︙
︙
﹂／
蘭
英
哭
至
帳
中
。

　

な
お
、山
賊
の
娘
が
旅
人
を
助
け
、の
ち
に
旅
人
と
結
婚
す
る
と
い
う
プ
ロ
ッ

ト
は
、﹁
包
公
案
﹂﹃
張
元
貴
﹄
に
も
見
ら
れ
る
民
間
説
話
で
あ
る
。33

四



富
家
の
公
子
張
文
貴
が
応
試
の
た
め
上
京
す
る
途
中
、
太
行
山
で
盗
賊
静
山
大
王
趙
太

保
に
捕
ら
え
ら
れ
、
心
肝
を
食
わ
れ
そ
う
に
な
る
が
、
大
王
の
娘
青
蓮
公
主
に
見
初
め

ら
れ
て
夫
婦
と
な
る
。
別
れ
に
臨
ん
で
青
蓮
は
、
青
糸
碧
玉
帯
・
逍
遥
無
尽
瓶
・
温
涼

盞
の
三
宝
を
贈
り
、
科
挙
に
落
第
し
た
ら
宝
物
を
献
上
し
て
官
職
を
得
よ
と
諭
す
。
仁

宗
は
張
文
貴
を
元
帥
に
封
じ
、
青
蓮
公
主
と
の
結
婚
を
仲
介
す
る
。

　
　

11
．「
作
善
団
円
」（
二
十
三
葉
）
︱
善
人
の
団
円

　

善
人
が
失
踪
し
た
子
に
買
わ
れ
て
再
会
し
、
子
の
善
行
に
よ
っ
て
別
れ
た
妻

と
も
再
会
す
る
。
息
子
が
失
踪
し
た
た
め
善
行
を
重
ね
、
親
を
買
う
者
を
捜
し

て
息
子
に
再
会
し
、
親
子
と
な
る
。
息
子
は
兵
乱
で
麻
袋
に
入
れ
て
売
ら
れ
る

婦
女
を
買
い
、
母
と
妻
に
再
会
す
る
。
李
漁
﹃
十
二
楼
﹄﹁
生
我
楼
﹂
を
善
書

風
に
改
編
し
た
物
語
で
あ
る
。

乾
隆
二
十
年
、
貴
州
省
大
定
府
平
遠
県
34

、
向
進
先
。
吝
嗇
。
五
十
歳
で
一
子
鳳
生
を

儲
け
る
が
、
鳳
生
が
龍
船
を
見
物
し
て
失
踪
し
、
夢
に
祖
先
か
ら
善
行
を
積
む
よ
う
勧

め
ら
れ
て
悔
悟
す
る
。
鳳
生
は
誘
拐
さ
れ
て
遵
義
府
の
劉
裁
縫
の
子
金
山
と
改
名
し
、

秋
錫
匠
の
娘
月
英
を
娶
る
。
進
先
は
母
の
埋
葬
の
借
金
を
返
済
で
き
ず
に
身
を
売
る
祁

鳳
閣
の
妻
瑞
娥
を
救
っ
た
後
、
神
の
啓
示
に
従
っ
て
親
を
買
う
者
を
捜
し
て
金
山
に
遭

う
。
進
先
は
強
盗
に
襲
わ
れ
る
が
、
従
者
の
向
忠
に
救
わ
れ
、
強
盗
を
改
心
さ
せ
る
。

進
先
は
帰
郷
し
て
、
兵
乱
で
誘
拐
さ
れ
た
妻
が
麻
袋
で
売
ら
れ
る
と
聞
く
。
金
山
は
定

番
州
で
袋
を
買
う
と
老
婆
で
あ
っ
た
が
、
教
え
ら
れ
た
袋
を
買
う
と
月
英
で
あ
り
、
老

婆
は
進
先
の
妻
で
あ
っ
た
。

　

ち
な
み
に
﹁
生
我
楼
﹂
で
は
、
宋
末
、
湖
広
勛
陽
府
竹
山
県
の
富
者
尹
厚
、

あ
だ
名
小
楼
が
一
子
楼
生
の
失
踪
の
後
、
子
が
生
ま
れ
ず
、
後
継
ぎ
を
慎
重
に

選
ぶ
た
め
、
銀
十
両
で
身
を
売
る
と
公
言
し
て
松
江
府
華
亭
県
に
至
り
、
姚
継

の
養
父
と
な
る
。
姚
継
は
元
兵
の
襲
撃
を
避
け
て
湖
広
に
結
婚
相
手
を
訪
ね
、

仙
桃
鎮
に
至
っ
て
布
袋
で
売
ら
れ
る
老
女
を
買
っ
て
養
母
と
す
る
と
、
老
女
か

ら
美
女
の
入
っ
た
布
袋
を
当
て
る
方
法
を
教
え
ら
れ
て
結
婚
相
手
の
曹
女
を
探

し
出
す
。
後
に
老
女
は
尹
小
楼
の
妻
だ
と
わ
か
る
、と
い
う
物
語
で
あ
る
。﹁
作

善
団
円
﹂
の
向
進
先
が
吝
嗇
で
あ
っ
た
り
、
孝
女
を
救
っ
た
り
、
強
盗
を
改
心

さ
せ
た
り
す
る
叙
述
は
善
書
特
有
の
も
の
で
あ
り
、﹁
生
我
楼
﹂
に
は
見
ら
れ

な
い
。

　
　

13
．「
修
路
獲
金
」（
十
葉
）
︱
善
女
の
応
報

　

善
女
が
路
を
造
っ
て
黄
金
を
授
か
り
、
善
行
を
妨
害
し
た
富
家
が
落
ち
ぶ
れ

る
。

国
朝
光
緒
壬
午
八
年
（
一
八
八
二
年
）、
安
岳
県
（
四
川
）、
劉
永
清
。
母
王
氏
は
慈
善

に
努
め
る
。
奢
侈
を
好
む
嫁
呉
氏
に
﹁
竈
君
六
戒
﹂
を
教
え
て
悔
悟
さ
せ
る
。
ま
た
山

道
が
危
険
な
の
で
石
工
の
方
大
概
に
協
力
を
要
請
す
る
。
富
者
畢
曰
利
は
協
力
を
拒
絶

す
る
。
石
工
た
ち
は
工
事
を
始
め
、
光
沢
あ
る
﹁
石
胆
﹂（
薬
剤
）
を
発
見
し
て
劉
家

に
届
け
る
。
盗
賊
の
鄘
四
喜
が
盗
も
う
と
す
る
が
、
黒
漢
（
竈
神
）
に
打
た
れ
、
王
氏

は
四
喜
を
戒
め
る
。
こ
の
石
胆
は
黄
金
に
変
わ
る
。
畢
家
は
落
ち
ぶ
れ
る
。

五



　
　

21
．「
飛
龍
山
」（
十
一
葉
）
︱
天
童
の
転
生

　

善
人
の
家
に
天
界
の
童
子
が
転
生
し
て
孝
行
し
、
苦
行
を
終
え
て
昇
天
す
る

と
い
う
神
話
。

山
東
叙
州
府
35

、
焦
老
。
傭
人
。
無
言
の
子
悶
龍
が
生
ま
れ
る
。
父
が
死
ぬ
と
、
悶
龍

は
母
楊
氏
に
雲
陽
板
を
打
っ
て
歌
を
聴
か
せ
て
喜
ば
せ
る
。
楊
氏
が
逝
去
す
る
と
乞

食
を
し
て
生
活
し
、
悪
人
呉
獠
の
大
蛇
を
解
き
放
っ
て
呉
獠
に
殴
打
さ
れ
る
が
、
陳
仲

義
が
諫
め
て
陳
家
の
手
伝
い
を
さ
せ
る
。
呉
獠
は
神
が
食
事
を
妨
害
す
る
の
で
陳
家
を

離
れ
る
。
悶
龍
は
善
行
に
努
め
、
仲
義
か
ら
結
婚
を
勧
め
ら
れ
る
が
辞
退
す
る
。
太
白

金
星
は
悶
龍
が
真
武
殿
の
捧
剣
童
子
で
あ
り
、
仙
桃
を
盗
ん
だ
罪
を
償
う
た
め
下
界
で

苦
行
を
終
え
る
こ
と
を
知
り
、
二
十
四
の
耐
煩
を
負
わ
せ
て
山
を
登
ら
せ
、
三
つ
の
耐

煩
を
残
し
て
去
る
。
魏
有
真
は
こ
れ
を
聴
い
て
鉄
拐
李
に
扮
し
て
悶
龍
を
だ
ま
し
、
魏

家
で
三
年
働
い
て
宿
債
を
返
却
す
る
よ
う
告
げ
る
。
三
年
後
に
有
真
は
呉
獠
が
大
蛇
に

遭
っ
て
死
ん
だ
裏
山
か
ら
悶
龍
を
落
と
す
が
、
大
蛇
が
空
中
で
手
を
伸
ば
し
て
北
方
に

連
れ
去
る
。
有
真
夫
婦
は
悶
龍
を
ま
ね
て
山
か
ら
落
ち
て
死
ぬ
。
人
々
は
山
に
飛
龍
山

と
名
づ
け
る
。

　
　

22
．「
太
乙
指
地
」（
二
十
二
葉
）
︱
善
人
と
神
童

　

善
人
の
夫
婦
が
神
童
を
授
か
り
、
神
童
は
知
恵
を
用
い
て
科
挙
に
及
第
す
る

と
い
う
神
話
。

泰
安
府
（
山
東
）、
張
豆
腐
。
妻
呉
氏
と
と
も
に
母
を
看
病
し
て
、
冬
の
氷
の
中
で
汚

れ
た
衣
服
を
洗
い
、
雪
道
に
難
儀
す
る
乞
食
の
老
人
を
家
に
泊
め
る
と
、
老
人
が
再
び

訪
れ
て
員
外
黄
常
が
火
事
見
舞
い
に
行
っ
て
母
の
墓
地
と
し
て
葛
藤
︻
湾
︼
を
求
め
、

鉄
帽
子
を
被
っ
た
人
が
現
れ
た
時
に
埋
葬
す
れ
ば
子
孫
が
出
世
す
る
と
告
げ
、
夢
に
太

乙
だ
と
名
の
る
。
豆
腐
が
そ
の
言
に
従
う
と
、
一
子
神
保
が
生
ま
れ
る
。
員
外
は
神
保

が
大
人
の
裁
判
を
ま
ね
て
劉
三
麻
子
の
不
孝
と
湯
痞
子
・
楊
癩
子
の
悪
行
を
裁
く
の
を

見
て
妻
を
説
得
し
、
趙
老
爺
を
仲
人
と
し
て
娘
金
花
の
壻
に
選
び
、
豆
腐
夫
婦
と
も
に

家
に
住
ま
わ
せ
る
。
員
外
の
子
正
中
は
軽
薄
で
、
雑
技
者
か
ら
移
眉
法
を
学
び
、
教
師

の
眉
を
顔
に
移
す
。
員
外
は
二
子
に
﹁
尊
師
長
歌
﹂
を
聴
か
せ
、
書
か
せ
て
壁
に
貼
ら

せ
る
。
神
保
は
夢
に
紅
袍
の
長
官
が
﹁
張
尋
張
﹂
と
啓
示
し
た
の
で
、
張
人
杰
か
ら
監

生
の
身
分
を
借
り
て
受
験
し
、
及
第
し
て
礼
部
尚
書
に
陞
進
す
る
。

　

な
お
﹃
万
選
青
銭
﹄
巻
一
に
も
﹁
太
乙
指
地
﹂
を
収
録
す
る
が
、
物
語
は
こ

の
四
分
の
一
に
縮
小
さ
れ
て
い
る
。
宣
講
人
に
よ
る
講
説
は
双
方
に
特
色
が
あ

る
が
、
本
書
は
案
証
の
発
生
時
期
を
記
載
し
て
お
り
、﹃
万
選
青
銭
﹄
は
本
書

の
案
証
を
改
編
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
参
考
の
た
め
、
以
下
に
両
者
の
叙
述

を
比
較
す
る
。

　
　
　

 ﹃
触
目
警
心
﹄
巻
五
﹁
太
乙
指
地
﹂（
八
千
七
百
九
十
一
字
）36
／﹃
万
選
青
銭
﹄
巻

一
﹁
太
乙
指
地
﹂（
二
千
五
百
八
十
八
字
）37

１
．
事
親
竭
力
出
性
真
、
︙
︙
。（
九
十
一
字
）
／
事
親
竭
力
出
性
真
、
︙
︙
。︹
講
説
︺

在
位
、
要
暁
得
天
老
爺
与
人
無
親
戚
、、
只
愛
人
修
徳
。（
百
五
十
六
字
）

２
．
母
親
劉
氏
︙
︙
昏
昧
時
、
屎
尿
窩
於
床
上
。
︙
︙
床
褥
帳
被
、
勤
為
洗
換
。／
×
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３
．
那
年
冬
月
十
八
日
、
正
是
大
雪
飄
飄
、
烏
雀
難
飛
。
︙
︙
／
即
当
雨
雪
霏
霏
、
行

道
遅
遅
之
際
。

４
．︹
講
説
︺
各
位
、
像
這
様
天
寒
地
凍
、
冷
風
透
骨
、
人
多
与
妻
子
囲
炉
、
連
門
都

怕
出
的
還
有
。
︙
︙
／
×

５
．
×
／︹
講
説
︺
在
位
、
張
豆
腐
心
上
会
想
、
你
們
也
学
他
不
忘
親
恩
、
便
是
孝
子
。

６
．︹
講
説
︺
各
位
、
是
在
於
今
婦
女
、
丈
夫
留
一
乞
丐
到
家
、
還
怕
会
吵
将
起
来
。／

×

７
．
是
夜
、
送
老
人
灶
房
安
寝
、
転
至
房
中
。
呉
氏
道
、
我
們
不
如
合
衣
而
臥
。
︙
︙

／
×

８
．
張
豆
腐
買
些
酒
肉
帰
家
、
問
及
老
人
、
呉
氏
便
言
留
不
住
。
張
豆
腐
蹬
足
。
︙
︙

／
張
豆
腐
帰
家
、
怪
其
妻
。

９
．
老
人
曰
、
他
這
個
月
十
五
要
遭
火
焼
嗎
。
︙
︙
天
明
就
去
勧
他
莫
憂
気
、
︙
︙
送

百
様
你
都
莫
要
。／
×

11
．︹
講
説
︺
各
位
、
人
有
善
念
、
天
必
佑
之
。
你
們
若
能
尽
孝
、
也
是
要
生
好
児
子
的
。

／
×

12
．
×
／︹
講
説
︺
在
位
、
這
是
張
豆
腐
大
有
孝
道
、
児
子
才
有
這
奇
縁
。

13
．
接
個
廩
生
李
逢
春
、
単
教
伊
子
黄
正
中
、
与
神
保
上
学
時
更
名
張
体
仁
。／
接
個

廩
生
李
老
師
、
単
教
伊
子
黄
正
中
、
神
保
張
体
仁
。

14
．
一
日
上
街
去
買
紙
筆
、
見
有
耍
把
戯
的
、
真
足
取
彩
、
伊
即
請
到
茶
館
、
言
要
学

一
二
套
。
︙
︙
正
中
見
摺
上
有
移
眉
法
。／
一
日
私
自
上
街
、
花
銭
学
套
把
戯
、

是
個
移
眉
法
。

15
．
×
／
︹
講
説
︺
在
位
、
要
暁
得
張
体
仁
中
挙
、
因
父
行
孝
也
。
黄
正
中
不
中
、
因

侮
慢
師
長
也
。

16
．
報
子
道
、
這
封
書
是
李
老
師
叫
我
送
在
員
外
府
中
来
的
。
︙
︙
︹
謳
︺
叫
夫
人
上

前
来
你
且
聴
話
。
︙
︙
／
×

　
　

10
．「
忘
恩
負
義
」
︱
女
婿
の
忘
恩

　

娘
が
恩
義
を
忘
れ
た
夫
に
殺
さ
れ
る
が
、
雷
神
が
蘇
生
さ
せ
、
夫
を
誅
殺
す

る
。
婿
と
し
て
養
育
さ
れ
た
乞
食
の
男
は
、
出
世
す
る
と
赴
任
地
を
訪
ね
た
妻

の
殺
害
を
謀
る
。
妻
は
獄
吏
の
娘
の
犠
牲
に
よ
っ
て
救
わ
れ
、
雷
神
が
婿
を
殺

し
、
娘
を
再
生
さ
せ
る
。

昔
、
新
寧
県
（
湖
南
）、
曽
志
仁
。
落
第
書
生
。
張
棟
材
と
い
う
乞
食
の
子
を
娘
蘭
香

の
婿
と
し
て
教
育
し
、解
元
に
及
第
さ
せ
る
が
、蘭
香
と
婚
礼
を
挙
げ
な
い
こ
と
を
疑
っ

て
、恩
義
を
知
ら
な
い
こ
と
を
揶
揄
す
る
。
棟
材
は
良
心
の
痛
み
を
覚
え
る
が
、探
花（
三

席
）
に
合
格
す
る
と
、
宰
相
王
輔
の
娘
蕙
英
と
結
婚
し
て
河
南
道
に
赴
任
し
、
志
仁
と

蘭
香
を
県
令
に
捕
ら
え
さ
せ
る
。
獄
吏
と
妻
杜
氏
は
同
情
し
、
娘
秋
香
が
身
代
わ
り
に

死
ぬ
。
志
仁
が
雷
祖
廟
に
訴
え
る
と
、
霹
靂
が
落
ち
て
棟
材
を
撃
ち
殺
し
、
秋
香
を
蘇

生
さ
せ
る
。
蘭
香
と
秋
香
は
出
家
し
、
志
仁
は
河
南
知
府
を
授
か
る
。

　
　
　
　
　

三　

孝
行
案
五
篇

　
　

２
．「
滴
血
成
珠
」（
四
十
葉
）
︱
孝
女
の
復
讐

　

孝
女
が
困
難
に
も
め
げ
ず
父
親
の
復
讐
を
果
た
し
、
包
公
が
そ
の
純
潔
を
証

七



明
す
る
。
こ
の
案
証
に
は
、﹁
長
編
の
案
証
で
、一
気
に
講
じ
終
え
て
は
な
ら
ず
、

交
代
で
講
じ
る
か
、
二
回
に
分
け
て
講
じ
る
﹂（﹁
長
案
、
勿
一
気
講
完
、
或
輪

講
、
或
二
次
講
﹂）
と
注
記
す
る
。
娘
が
父
を
殺
し
た
権
力
者
の
伯
父
を
訴
え

る
た
め
三
度
に
わ
た
っ
て
河
南
に
下
り
、婚
約
者
か
ら
純
血
を
疑
わ
れ
た
た
め
、

も
う
一
度
河
南
に
下
る
と
い
う
、
孝
心
と
貞
節
を
称
揚
す
る
感
動
の
物
語
で
あ

り
、
娘
の
度
重
な
る
河
南
行
が
長
編
案
証
を
構
築
し
て
い
る
。

宋
朝
仁
宗
が
在
位
し
包
公
が
宰
相
の
時
、
四
川
保
寧
府
巴
州
、
富
豪
趙
如
山
の
子
秉
蘭
。

武
挙
。
異
母
弟
の
子
秉
桂
、
儒
生
。
秉
蘭
父
子
は
遺
産
を
奪
う
た
め
秉
桂
の
妻
田
氏
が

子
良
英
と
娘
瓊
瑤
を
連
れ
て
正
月
十
五
日
に
実
家
に
帰
省
し
た
時
に
乗
じ
て
秉
桂
を
毒

殺
し
、
楼
か
ら
落
ち
て
死
ん
だ
と
偽
る
が
、
秉
桂
の
冤
魂
が
田
氏
と
瓊
瑤
の
夢
に
出
て

訴
え
、
田
氏
は
位
牌
を
南
荘
の
祠
堂
へ
移
す
。
田
氏
は
秉
桂
の
母
方
の
叔
父
岳
在
仁
に

相
談
す
る
と
、
李
婆
が
毒
殺
現
場
を
目
撃
し
て
お
り
、
劉
忠
信
に
代
書
を
依
頼
し
て
巴

州
に
訴
え
る
が
、
太
守
趙
文
炳
は
秉
蘭
を
招
待
し
て
告
訴
の
件
を
告
げ
、
秉
蘭
は
検
死

官
に
贈
賄
し
て
訴
え
を
棄
却
さ
せ
る
。
田
氏
と
瓊
瑤
は
保
寧
府
に
上
告
す
る
が
棄
却
さ

れ
、
川
北
道
に
上
告
す
る
と
、
閬
中
・
通
江
・
剣
州
の
官
が
招
集
さ
れ
る
が
、
三
官
は

権
臣
趙
荀
欽
の
甥
で
あ
る
巴
州
太
守
に
諂
っ
て
訴
え
を
棄
却
し
、
さ
ら
に
城
都
省
按
察

布
政
巡
按
に
上
告
し
て
も
同
様
に
棄
却
さ
れ
る
。
母
と
娘
は
絶
望
す
る
が
、
雨
宿
り
し

た
河
南
の
秀
才
古
成
璧
に
相
談
す
る
と
、
上
京
し
て
包
公
に
訴
え
よ
と
示
唆
さ
れ
る
。

母
子
三
人
は
河
南
の
古
家
に
身
を
寄
せ
、
瓊
瑤
と
成
璧
の
婚
姻
を
約
す
る
。
母
子
三
人

は
店
主
趙
虎
の
助
言
で
包
公
に
訴
え
る
が
、
包
公
は
田
子
真
の
妻
羅
恵
英
を
強
奪
し
た

武
宣
王
を
斬
首
し
た
た
め
罷
免
さ
れ
て
廬
州
合
肥
県
に
帰
っ
て
お
り
、
荀
欽
が
代
理
を

し
て
母
子
三
人
を
巴
州
へ
送
る
。
秉
蘭
は
窃
か
に
瓊
瑤
を
痞
流
王
黒
蛮
に
売
り
、
瓊
瑤

は
縊
死
す
る
が
蘇
生
し
、
包
公
が
復
職
し
た
と
聞
い
て
上
京
す
る
。
だ
が
包
公
は
陳
州

の
飢
饉
救
済
に
出
て
不
在
で
あ
り
、
趙
虎
の
店
に
宿
泊
す
る
が
、
母
が
病
死
し
た
た
め
、

瓊
瑤
は
弟
を
真
武
観
の
道
士
の
徒
弟
と
し
、
趙
虎
の
母
の
養
女
と
な
り
、
白
衣
庵
で
女

子
を
教
え
て
包
公
の
帰
還
を
待
つ
が
、
荀
欽
を
包
公
と
間
違
え
て
ま
た
巴
州
に
送
り
返

さ
れ
、
富
商
張
化
堂
の
妾
と
し
て
売
ら
れ
る
。
化
堂
夫
妻
が
瓊
瑤
の
喪
服
を
見
て
孝
女

と
認
め
て
養
女
と
す
る
と
、
県
城
隍
と
な
っ
た
瓊
瑤
の
亡
父
が
一
子
天
佑
を
授
け
る
。

瓊
瑤
は
三
度
目
の
河
南
行
を
試
み
、
山
賊
に
な
っ
た
叔
父
田
豹
の
援
助
で
上
京
す
る
。

田
豹
は
巴
州
に
潜
入
し
て
、
陰
地
の
詐
取
を
謀
る
富
豪
龔
姓
・
訟
棍
呉
秀
才
・
州
太
守

を
殺
し
、
さ
ら
に
炳
蘭
と
二
子
を
殺
す
。
瓊
瑤
は
成
璧
が
縁
談
を
固
辞
し
た
た
め
、
四

度
目
の
河
南
行
に
よ
っ
て
包
公
に
訴
え
、
包
公
は
滴
血
成
珠
の
方
法
で
瓊
瑤
が
処
女
で

あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
。

　

こ
の
案
証
は
、
湖
南
唱
本
﹃
新
刻
滴
血
珠
全
部
﹄
五
巻
38

、
弾
詞
﹃
滴
水
珠
﹄

四
巻
四
回
39

、
京
劇
﹃
趙
瓊
瑶
﹄40
、
廬
劇
﹃
滴
血
珠
﹄
十
七
場
41

、
高
甲
戯
﹃
試

掌
中
血
﹄42
な
ど
と
し
て
上
演
さ
れ
て
い
る
。

　　
　

４
．「
天
賜
孝
粟
」（
九
葉
）
︱
夫
婦
の
孝
行

　

夫
婦
が
愚
母
の
わ
が
ま
ま
に
耐
え
る
と
、
天
が
悪
人
の
穀
物
を
奪
っ
て
夫
妻

に
下
賜
す
る
。

本
朝
道
光
二
十
七
年
、
嘉
興
（
浙
江
）
白
水
村
、
周
大
来
。
貧
乏
で
富
者
張
叔
位
の
小

八



屋
に
住
ん
で
下
働
き
を
し
て
老
母
朱
氏
を
孝
養
す
る
。
朱
氏
が
肉
を
要
求
し
た
た
め
、

蓮
花
鬧
で
勧
世
文
を
歌
っ
て
肉
を
買
う
が
、
飢
饉
で
お
粥
し
か
無
く
、
朱
氏
が
池
に
捨

て
る
と
、
雷
が
起
こ
る
。
夫
婦
が
老
母
の
た
め
に
懺
悔
す
る
と
、
天
が
白
米
を
降
ら
せ

る
が
、
そ
れ
は
叔
位
の
倉
の
米
で
あ
り
、
叔
位
は
天
が
米
を
夫
婦
に
贈
っ
た
と
考
え
、

日
頃
の
悪
行
を
懺
悔
す
る
。

　
　

17
．「
孝
遇
奇
縁
」（
十
二
葉
）
︱
孝
子
の
出
世

　

孝
子
に
幸
運
が
め
ぐ
っ
て
難
問
を
解
決
し
、
進
宝
状
元
を
授
か
る
。

明
の
時
、
四
川
莪
眉
県
43

、
青
傑
。
一
子
青
奇
。
青
傑
の
死
後
、
母
何
氏
と
暮
ら
す
。

叔
父
何
福
の
紹
介
で
県
の
王
易
仁
の
手
伝
い
を
す
る
。
婚
約
者
の
父
周
寛
か
ら
盗
賊
が

盗
ん
だ
騾
馬
の
場
所
を
暗
示
す
る
と
、
周
寛
は
青
奇
が
仙
術
を
解
す
る
と
誤
解
し
て
、

母
子
を
周
家
に
住
ま
わ
せ
る
。
こ
の
時
、
西
京
の
四
王
子
が
国
母
の
眼
病
治
癒
の
た
め

遂
寧
県
に
祈
願
し
、
莪
眉
県
を
通
過
し
た
が
、
外
国
か
ら
献
上
さ
れ
た
白
鸚
鵡
が
逃
げ
、

青
奇
が
捕
ら
え
て
賞
金
を
授
か
る
。
都
の
首
相
賈
国
治
は
謀
反
を
く
わ
だ
て
、
張
三
才

と
李
四
維
に
玉
璽
を
盗
ま
せ
る
。
青
奇
は
四
王
子
に
推
挙
さ
れ
て
煩
悶
し
、
子
を
井
戸

桁
に
置
い
て
水
厄
が
あ
る
と
偽
っ
た
り
、
馬
小
屋
に
放
火
し
て
火
厄
が
あ
る
と
偽
っ
た

り
し
て
逃
れ
よ
う
と
す
る
が
、
観
念
し
て
上
京
し
、
四
十
九
日
の
斎
戒
が
必
要
だ
と
上

奏
す
る
。
国
治
は
青
奇
を
恐
れ
て
偵
察
す
る
と
、
青
奇
の
﹁
仮
﹂
と
い
う
酔
言
を
﹁
賈
﹂

と
誤
解
し
て
自
宅
に
招
待
し
、
良
策
を
求
め
る
と
、
青
奇
は
国
治
に
悔
悟
さ
せ
、
玉
璽

を
東
嶽
廟
に
置
か
せ
る
。
青
奇
は
玉
璽
を
見
つ
け
た
功
績
で
進
宝
状
元
を
授
か
る
。

　
　

19
．「
鳳
凰
山
」（
十
一
葉
）
︱
孝
子
の
母
捜
し

　

孝
子
が
苦
難
を
克
服
し
て
正
妻
に
追
放
さ
れ
た
生
母
を
捜
し
出
す
。

嘉
靖
年
間
、
登
州
果
山
県
44

、
王
基
の
妾
柳
氏
の
子
宜
寿
。
王
基
の
妻
安
氏
が
嫉
妬
し

て
母
柳
氏
に
何
も
与
え
ず
追
い
出
し
た
め
皮
膚
が
爛
れ
て
死
に
、
続
い
て
王
基
も
死
ぬ

と
、
母
を
捜
す
た
め
家
を
出
る
。
文
昌
帝
君
に
祈
願
す
る
と
鳳
凰
山
を
示
さ
れ
、
途
中

で
民
家
に
泊
ま
っ
て
母
親
に
不
孝
な
伍
朝
佐
の
甥
廷
選
を
﹁
勧
孝
歌
﹂
で
諫
め
、
民
家

を
出
て
強
盗
に
遭
っ
て
持
ち
物
を
奪
わ
れ
る
が
、
冷
廟
に
雷
雨
を
避
け
て
乞
食
を
す
る

母
に
再
会
す
る
。
強
盗
は
廷
選
で
あ
り
、
雷
撃
を
受
け
て
死
ん
で
い
た
。

　
　
　

 ﹃
触
目
警
心
﹄巻
四﹁
鳳
凰
山
﹂（
三
千
四
百
八
十
八
字
）／﹃
宣
講
摘
要
﹄巻
一﹁
鳳

山
遇
母
﹂（
五
千
九
百
五
十
三
字
）

１
．
百
行
第
一
孝
当
頭
、（
七
言
四
句
）／
×

２
．
嘉
靖
年
間
、
登
州
果
山
県
／
唐
、
雲
南
果
山

３
．
王
基
謂
其
妻
曰
、我
家
財
産
頗
富
、／
王
基
嘆
口
気
道
、賢
妻
你
聴
。
○
﹁
悶
厭
厭
、

坐
房
中
、
嘆
気
不
了
。
︙
︙
﹂

４
．
柳
氏
聴
得
要
将
他
母
子
分
離
、
遂
大
哭
説
道
、︹
謳
︺﹁
時
纔
大
娘
把
話
叙
。

︙
︙
﹂
／
安
氏
眉
毛
一
竪
説
、
你
敢
与
我
作
対
嗎
。
大
怒
罵
道
、
○
﹁
你
者
東
西

好
混
障
。
︙
︙
﹂

５
．
柳
氏
抱
児
、
遍
体
撫
摸
、
不
覚
両
眼
流
涙
哭
道
、︹
謳
︺﹁
手
抱
嬌
児
好
悽
惨
。

︙
︙
﹂／
×

６
．
×
／
安
託
鄰
婦
熊
利
氏
、
混
名
利
嘴
婆
、
勧
柳
氏
改
嫁
、
︙
︙
。

九



７
．
×
／
不
料
安
氏
︙
︙
在
柳
氏
懐
中
将
児
奪
出
、
︙
︙
高
声
罵
道
、
○
﹁
罵
声
畜
生

好
大
胆
。
︙
︙
﹂

８
．
柳
氏
出
外
、
因
久
受
饑
困
、
︙
︙
／
柳
氏
出
門
冷
得
打
戦
、
︙
︙
哭
道
、
○
﹁
柳

氏
女
、
止
不
住
、
泪
流
満
面
。
︙
︙
﹂

９
．
×
／
打
得
柳
氏
大
喊
哎
喲
、
︙
︙
○
﹁
者
一
陣
、
打
得
我
、
背
脊
要
断
。
︙
︙
﹂

10
．
×
／
○
﹁
出
門
来
、
泪
滾
滾
、
只
把
天
喊
。
︙
︙
﹂

11
．
×
／
有
回
躱
倒
哭
声
媽
、
︙
︙
安
氏
聴
見
、
脱
了
衣
服
、
用
竹
条
苦
打
。

12
．
×
／
忽
一
日
、
有
人
言
、
利
嘴
婆
渾
身
生
蛆
、
口
説
報
応
。
︙
︙

13
．
王
宜
寿
将
康
氏
妻
子
喚
出
堂
前
、
分
咐
説
道
、︹
謳
︺﹁
叫
声
妻
、
上
前
来
、
夫
有

話
嘆
。
︙
︙
﹂
／
宜
寿
将
大
娘
葬
畢
、
過
了
七
七
、
乃
吩
咐
康
氏
道
、﹁
妻
呀
、
我

家
衣
食
豊
足
、
︙
︙
﹂

14
．
遂
跪
神
前
曰
、︹
謳
︺﹁
王
宜
寿
、
跪
神
前
、
把
話
上
表
。
︙
︙
﹂
︙
︙
忽
聴
有
人

大
声
言
曰
、﹁
宜
寿
記
心
間
、
巴
渠
二
江
辺
。
要
会
你
母
面
、
急
到
鳳
凰
山
。﹂
／

再
説
柳
氏
在
渠
県
・
巴
県
交
累
之
処
、
有
一
鳳
凰
山
。
︙
︙
︹
歌
︺﹁
独
自
背
柴

在
山
岡
。
︙
︙
﹂
︙
︙
劉
氏
這
様
全
節
受
苦
、
豈
無
神
明
鑑
察
嗎
。
故
宜
寿
尋
母
、

也
就
往
四
川
者
条
路
来
了
。
︙
︙
両
賊
将
宜
寿
衣
服
銀
銭
偸
尽
去
了
。

15
．﹁
我
乃
姓
伍
、
名
朝
佐
、
兄
名
伍
朝
輔
。
︙
︙
不
料
家
兄
去
歳
棄
世
、
︙
︙
姪
児

名
伍
廷
選
、
︙
︙
不
孝
母
親
。﹂
︙
︙
王
宜
寿
也
向
廷
選
説
、﹁
伍
先
生
。
︙
︙
我

有
一
段
格
言
、
唸
来
你
聴
。︹
歌
︺﹁
衆
人
静
坐
仔
細
聴
。
︙
︙
﹂
︙
︙
那
些
強
人

将
他
包
袱
行
李
概
行
搶
去
。
︙
︙
︹
謳
︺﹁
天
哪
天
、
王
宜
寿
、
命
運
浅
。﹂
︙
︙

時
纔
雷
打
死
一
人
。
︙
︙
／
×

16
．
×
／
遇
一
妖
物
如
婦
人
、
被
髪
至
地
、
︙
︙
望
山
神
慈
悲
、
︙
︙
那
怪
大
吼
一
声
、

就
不
見
了
。︙
︙
遇
一
猛
虎
、︙
︙
那
虎
転
往
山
坡
縦
去
了
。︙
︙
桶
大
一
条
蟒
蛇
、

︙
︙
蛇
影
不
見
、
這
是
宜
寿
孝
心
所
感
。
︙
︙
宜
寿
回
転
走
了
、
一
日
路
過
文
昌

宮
、
︙
︙
祝
曰
、﹁
王
宜
寿
、
跪
在
塵
、
三
跪
九
叩
。
︙
︙
﹂
︙
︙
於
是
母
子
大

哭
道
、
○
﹁
我
的
媽
、
也
還
在
、
不
由
為
児
哭
哀
哀
。
︙
︙
﹂﹁
宜
寿
児
你
且
立
站
。

︙
︙
﹂

　
　

20
．「
虐
母
化
慈
」
︱
孝
女
の
感
化

　

孝
女
が
嫂
を
虐
待
す
る
愚
母
を
感
化
す
る
。
善
良
な
娘
は
我
が
子
を
誤
っ
て

殺
し
た
嫂
を
許
し
、
意
地
悪
な
母
を
感
化
す
る
。

宋
の
時
、
梓
潼
県
双
河
口
、
鄒
光
前
の
後
妻
劉
氏
。
性
悪
で
前
妻
の
子
騰
芳
の
妻
荊
氏

を
虐
待
す
る
。
娘
鄒
英
は
常
に
荊
氏
を
擁
護
し
、
曹
氏
が
前
妻
の
子
の
嫁
を
虐
待
し
て

家
畜
に
転
生
し
た
こ
と
を
話
し
て
諫
め
る
。
劉
氏
は
廟
に
参
詣
す
る
と
、
牛
飼
い
王
二

に
牛
馬
に
転
生
す
る
と
嘲
笑
さ
れ
る
。
鄒
英
は
栢
家
に
嫁
い
で
、
夫
天
才
の
不
孝
を
諫

め
、舅
姑
に
よ
く
仕
え
る
が
、実
家
に
嬰
児
を
連
れ
帰
っ
て
、荊
氏
と
話
に
夢
中
に
な
り
、

嬰
児
を
火
鉢
に
落
と
し
て
焼
死
さ
せ
る
。
鄒
英
は
荊
氏
を
か
ば
い
、
舅
姑
も
鄒
英
に
同

情
す
る
。
劉
氏
は
こ
れ
を
見
て
反
省
し
、
荊
氏
を
い
た
わ
る
よ
う
に
な
る
。
鄒
英
が
病

気
に
倒
れ
て
荊
氏
が
天
に
祈
る
と
、
太
白
金
星
が
紅
丸
を
呑
ま
せ
て
病
気
を
治
す
。

　
　
　
　
　

四　

兄
弟
案
一
篇

　
　

23
．「
愛
弟
存
孤
」
︱
子
か
甥
か

一
〇



　

夫
婦
が
子
を
棄
て
て
甥
を
育
て
る
が
、
子
と
再
会
す
る
。
戦
乱
で
夫
婦
は
我

が
子
を
棄
て
て
弟
の
子
を
育
て
る
と
、
度
重
な
る
苦
難
を
経
て
我
が
子
と
再
会

す
る
。唐

の
時
、
安
徽
省
太
平
府
繁
昌
県
永
興
場
、
白
文
炳
。
弟
の
文
挙
が
酒
を
貪
っ
て
崖
か

ら
落
ち
て
死
に
、
文
挙
の
妻
も
病
死
し
た
の
で
、
妻
蔡
氏
に
弟
の
子
貴
生
を
育
て
さ
せ

る
。
安
禄
山
の
乱
が
安
徽
に
も
及
び
、
文
炳
と
蔡
氏
は
我
が
子
福
生
を
棄
て
、
貴
生
を

護
っ
て
避
難
す
る
。
李
光
普
は
虎
が
嬰
児
に
授
乳
し
て
い
る
の
を
見
て
義
子
と
し
て
育

て
、
退
職
し
て
揚
州
へ
帰
郷
す
る
。
文
炳
は
五
河
県
で
同
郷
の
方
正
達
・
全
和
理
と
同

船
す
る
が
、
二
人
は
悪
人
で
、
天
長
県
で
文
炳
を
河
に
落
と
し
、
非
難
し
た
正
達
の
妻

顧
氏
も
河
に
落
と
さ
れ
、
貴
生
も
和
州
含
山
県
で
棄
て
ら
れ
る
。
貴
生
は
商
人
栁
逢
春

の
義
子
と
な
っ
て
揚
州
に
行
く
。
文
炳
は
九
江
口
で
漁
師
何
成
玉
に
救
わ
れ
る
。
顧
氏

は
孝
子
孔
懐
璧
に
救
わ
れ
て
孔
家
の
養
女
と
な
る
。
蔡
氏
は
娶
ろ
う
と
す
る
正
達
と
和

理
を
殺
し
、
血
書
を
遺
し
て
縊
死
す
る
。
近
所
の
王
牛
児
は
蔡
氏
の
墓
を
盗
掘
す
る
と
、

蔡
氏
が
蘇
生
し
た
た
め
背
負
っ
て
帰
宅
し
、
義
兄
妹
と
な
る
。
何
老
は
文
炳
に
再
婚
を

勧
め
て
顧
氏
を
紹
介
す
る
。
蔡
氏
は
牛
児
が
強
盗
と
し
て
捕
ら
え
ら
れ
た
た
め
、
他
郷

へ
乞
食
に
行
く
。
牛
児
も
釈
放
さ
れ
て
蔡
氏
を
捜
し
に
行
く
。
文
炳
・
顧
氏
は
何
老
が

死
去
し
て
二
子
永
慶
・
永
祥
が
分
家
し
た
た
め
何
家
を
離
れ
る
。
永
慶
は
永
祥
が
文
炳

に
贈
っ
た
餞
別
を
辛
三
・
丁
四
に
盗
ま
せ
る
。
永
慶
は
後
に
家
業
を
廃
ら
せ
る
。
光
普

は
福
生
を
白
逢
虎
と
改
名
し
、
娘
翠
枝
と
婚
約
さ
せ
、
息
子
承
徳
と
入
学
さ
せ
る
。
蔡

氏
は
揚
州
に
来
て
逢
虎
に
出
会
っ
て
李
家
に
住
む
。
貴
生
は
逢
春
夫
妻
が
死
去
し
た
の

で
、
載
陽
と
改
名
し
て
揚
州
に
至
り
、
文
炳
・
顧
氏
に
遭
っ
て
父
母
と
し
て
養
う
。
逢

虎
は
光
普
夫
婦
が
死
去
し
た
後
、
科
挙
に
及
第
し
て
太
平
知
府
と
し
て
蔡
氏
を
伴
っ
て

赴
任
す
る
。
載
陽
も
文
炳
の
指
導
で
科
挙
に
及
第
し
て
繁
昌
県
に
赴
任
し
、
永
慶
の
窃

盗
案
を
裁
判
し
て
父
命
に
よ
り
釈
放
す
る
。
蔡
氏
と
顧
氏
は
蔡
氏
の
誕
生
日
の
宴
会
で

遭
い
、
互
い
に
経
緯
を
語
り
合
っ
て
白
氏
一
家
は
め
で
た
く
再
会
す
る
。
牛
児
も
後
に

到
着
す
る
。

　
　
　
　
　

五　

夫
婦
案
十
一
篇

　　
　

３
．「
白
雞
公
」
︱
賢
妻
の
忍
耐

　

賢
妻
が
隣
人
の
誤
解
に
忍
耐
す
る
。
妻
は
隣
人
の
誤
解
に
忍
耐
す
る
と
、
誤

解
し
た
隣
人
が
疑
心
暗
鬼
を
生
じ
て
恐
れ
、
夫
の
出
世
を
援
助
す
る
と
い
う
案

証
で
あ
り
、
忍
耐
の
不
可
思
議
な
力
が
物
語
性
を
呈
し
て
い
る
。

道
光
間
、
安
化
県
（
湖
南
）、
黄
玉
堂
の
妻
王
氏
。
玉
堂
は
義
父
の
埋
葬
の
た
め
身
を

売
る
婦
人
を
救
い
、
妻
王
氏
も
隣
家
か
ら
白
雄
鶏
を
奪
わ
れ
て
も
我
慢
し
て
、
玉
堂
の

出
世
の
道
を
開
く
。

　

な
お
﹃
宣
講
摘
要
﹄
巻
二
﹁
助
夫
顕
栄
﹂、﹃
宣
講
大
全
﹄﹁
助
夫
顕
栄
﹂
は

約
五
千
字
で
﹁
白
雞
公
﹂
の
二
倍
の
長
さ
を
持
っ
て
お
り
、﹃
触
目
警
心
﹄
は

こ
れ
を
簡
略
化
し
た
と
思
わ
れ
る
。
今
、
両
者
を
比
較
し
て
み
る
と
、
も
と
の

﹁
助
夫
顕
栄
﹂
は
叙
述
が
詳
細
で
あ
り
、
玉
堂
が
貧
乏
だ
が
善
行
に
励
む
、
住

む
家
は
無
く
家
を
借
り
て
い
る
、
婦
人
が
埋
葬
費
用
の
無
い
こ
と
を
嘆
く
、
主

一
一



人
が
家
の
内
情
を
語
る
、
賢
明
な
妻
が
玉
堂
に
書
写
の
紙
を
買
う
金
を
準
備
す

る
、
玉
堂
が
書
写
に
巧
み
で
雄
鶏
と
交
換
す
る
者
が
現
れ
る
、
王
老
陝
が
白
雞

公
を
捜
す
所
以
、
王
老
陝
が
玉
堂
を
鄭
重
に
も
て
な
す
言
葉
、
な
ど
描
写
が
生

き
生
き
と
し
て
い
る
。
た
だ
﹁
白
雞
公
﹂
に
も
、
王
老
陝
が
以
前
に
誣
告
罪
で

処
罰
さ
れ
た
た
め
玉
堂
を
恐
れ
る
な
ど
、
詳
細
な
叙
述
も
見
ら
れ
る
。

　
　
　
﹃
触
目
警
心
﹄
巻
一
﹁
白
雞
公
﹂／﹃
宣
講
摘
要
﹄
巻
二
﹁
助
夫
顕
栄
﹂

１
．
×
／
雖
然
家
道
寒
微
、
亦
好
敦
行
善
事
。

２
．
幸
祖
輩
所
留
店
房
一
座
、夫
婦
安
身
。／
因
坐
居
城
内
街
市
之
間
、既
無
園
圃
房
屋
、

佃
銭
又
貴
。

３
．
偶
遇
一
家
人
戸
哭
泣
不
止
。／
那
婦
人
在
内
哭
曰
、︹
謳
︺﹁
痛
傷
情
、
不
由
我
、

珠
涙
下
降
。
︙
︙
﹂

４
．
却
説
這
家
人
戸
、
姓
王
、
名
二
喜
。／
主
人
説
、﹁
小
人
姓
楊
、
名
喚
二
喜
。

︙
︙
﹂

５
．
玉
堂
善
於
書
写
、
是
日
出
街
去
売
対
聯
。／
李
氏
言
道
、﹁
夫
君
作
此
大
大
陰
功
、

能
為
人
之
所
不
能
為
。
︙
︙
為
妻
存
有
線
子
三
斤
、
売
之
稍
助
、
将
銭
買
紙
、
書

写
対
聯
発
売
。﹂
︙
︙

６
．
忽
来
一
人
、
提
白
雞
公
一
隻
、
玉
堂
買
成
。／
人
見
其
字
跡
恭
正
、
︙
︙
争
相
去
買
。

︙
︙
忽
見
一
人
、
捉
白
雞
公
︙
︙
。
其
人
曰
、﹁
掉
幾
副
対
聯
、
不
知
可
否
。﹂

７
．
有
一
王
老
陝
、
︙
︙
開
座
当
舗
、
︙
︙
失
去
白
雞
公
。／
有
一
当
舗
、
︙
︙
王
老

陝
吩
咐
請
的
先
生
把
那
白
雞
公
宰
了
、
一
則
可
以
敬
神
、
一
則
可
以
宴
酒
。

８
．
王
老
陝
為
何
如
此
驚
嚇
。
却
原
前
不
両
年
因
舗
内
失
去
幾
件
貨
物
具
控
官
前
、
至

後
審
実
、
誣
良
為
盗
。／
堂
堂
乎
一
個
秀
才
、
豈
肯
平
空
受
這
個
賊
名
、
︙
︙
必

要
興
詞
告
状
。

９
．
王
老
陝
一
見
怕
会
講
話
、遂
接
他
家
過
節
。／
王
老
陝
開
言
説
道
、︹
謳
︺﹁
請
大
駕
、

無
桂
殽
、
莫
嫌
酒
淡
。﹂

　
　

５
．「
戒
烟
全
節
」
︱
賢
妻
の
受
難

　

賢
婦
が
忍
耐
強
く
愚
夫
の
阿
片
中
毒
を
戒
め
る
。
妻
は
阿
片
中
毒
の
夫
に
身

を
売
ら
れ
る
が
、
身
を
買
っ
た
人
に
救
わ
れ
、
夫
も
悔
悟
し
、
人
を
助
け
て
幸

福
を
得
る
。

道
光
時
。
滕
子
吉
の
子
滕
奎
は
愚
鈍
で
正
業
に
務
め
ず
、
洋
煙
に
溺
れ
て
債
務
が
ふ
く

ら
み
、
子
吉
に
叱
ら
れ
て
や
め
る
が
、
子
吉
の
死
後
、
ま
た
悪
友
に
唆
さ
れ
て
始
め
、

妻
柳
翠
英
に
一
晩
だ
け
大
戸
鄔
永
発
の
相
手
を
せ
よ
と
命
じ
る
。
翠
英
は
鄔
大
戸
に
訴

え
て
理
解
を
得
、
滕
奎
が
後
悔
し
て
煙
を
や
め
た
た
め
、
鄔
大
戸
は
夫
婦
を
援
助
す
る
。

翠
英
が
あ
る
晩
宿
所
が
な
く
困
っ
て
い
た
客
を
泊
め
る
と
、
そ
れ
は
銅
関
県
の
県
令
で

あ
り
、
謝
礼
と
し
て
大
金
を
贈
ら
れ
る
。

　　
　

６
．「
白
玉
圏
」
︱
節
婦
の
受
難

　

善
良
な
妻
が
悪
党
に
奪
わ
れ
そ
う
に
な
る
が
、
善
人
に
救
出
さ
れ
、
出
世
し

た
夫
と
遂
に
再
会
す
る
。

昔
、
山
東
済
南
府
撫
州
45

、
馮
開
順
。
娘
桂
英
の
婚
約
者
の
沈
歩
雲
を
引
き
取
っ
て
読

一
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書
さ
せ
る
。
歩
雲
は
桂
英
と
結
婚
し
、
家
宝
の
白
玉
圏
を
桂
英
に
預
け
る
。
い
と
こ
の

方
応
奎
は
、
桂
英
に
恋
慕
し
て
、
家
僕
劉
二
の
奸
計
を
用
い
て
、
城
隍
廟
に
開
順
と
歩

雲
を
泊
ま
ら
せ
、
王
小
二
に
歩
雲
の
殺
害
を
命
じ
る
が
、
小
二
が
誤
っ
て
劉
二
を
殺
害

し
た
た
め
、
歩
雲
を
誣
告
す
る
。
陳
州
守
は
歩
雲
を
死
罪
と
結
審
す
る
。
桂
英
は
投
身

自
殺
を
図
っ
て
漁
師
に
救
わ
れ
、
白
玉
圏
を
売
る
と
、
陳
状
元
が
そ
れ
を
見
て
桂
英
と

認
め
る
。
陳
状
元
は
歩
雲
で
あ
り
、
陳
州
守
が
病
死
し
た
唖
の
子
を
歩
雲
に
偽
装
し
て
、

歩
雲
を
養
子
と
し
て
、
状
元
に
及
第
し
て
い
た
。
劉
二
を
殺
害
し
た
小
二
は
、
劉
二
の

霊
魂
が
憑
依
し
て
罪
を
自
供
す
る
。
応
奎
と
小
二
は
斬
首
さ
れ
る
。

　

こ
の
物
語
は
﹁
漢
川
善
書
﹂
が
継
承
し
て
お
り
、油
印
本
﹃
白
玉
圏
﹄
で
は
、

歩
雲
が
白
玉
圏
を
妻
で
あ
る
桂
英
に
贈
る
言
葉
を
宣
詞
で
表
現
し
た
り
、
応
奎

が
歩
雲
だ
け
を
自
宅
に
招
い
て
侍
女
殺
害
の
冤
罪
を
被
ら
せ
た
り
す
る
な
ど
、

工
夫
を
加
え
て
い
る
。

　
　
　

 ﹃
触
目
警
心
﹄巻
二﹁
白
玉
圏
﹂（
八
千
七
百
三
十
二
字
）／
油
印
本﹃
白
玉
圏
﹄（
約

七
千
字
）

１
．
天
眼
恢
恢
在
上
、
疏
而
不
漏
毫
分
、
︙
︙
。／
×

２
．
昔
、
山
東
済
南
府
撫
州
城
南
門
内
、
有
一
人
、
姓
馮
名
開
順
。
︙
︙
始
生
一
女
、

乳
名
桂
英
。
︙
︙
自
幼
許
配
東
門
沈
天
官
之
子
沈
歩
雲
。／
這
段
書
、
出
在
大
明

正
徳
年
間
、山
東
省
済
南
府
撫
州
城
、有
一
儒
生
、名
叫
沈
歩
雲
。
父
親
昔
日
在
朝
、

身
為
天
官
。
︙
︙
就
在
岳
父
馮
開
順
家
中
攻
書
、
︙
︙
所
生
一
女
、
取
名
桂
英
。

３
．﹁
賢
妻
呀
、
此
圏
名
曰
玉
宝
圏
、
我
父
在
朝
先
王
恩
賜
之
物
、
遺
留
已
久
、
賢
妻

好
生
収
拾
。﹂／︹
宣
︺﹁
︙
︙
無
価
宝
先
王
賜
価
値
数
万
、
交
与
妻
収
蔵
好
要
把
心

耽
。
︙
︙
﹂

４
．
応
奎
道
、﹁
姑
父
表
兄
、
︙
︙
不
如
在
廟
中
歇
宿
一
宵
。／
叫
劉
二
前
往
馮
家
接
沈

歩
雲
来
府
飲
宴
。

５
．
王
小
二
提
刀
在
手
、
︙
︙
只
道
是
沈
歩
雲
、
︙
︙
劉
二
早
已
嗚
呼
哀
哉
了
。／
忽

有
家
人
大
声
喊
叫
、﹁
不
好
了
。
寿
琴
丫
環
在
書
房
門
前
、
被
人
殺
死
了
。﹂

６
．
忽
夜
四
更
、禁
子
来
報
、沈
歩
雲
監
中
廃
命
。／
恰
好
這
陳
大
人
的
唖
巴
児
子
病
死
、

便
叫
衙
役
将
歩
雲
放
了
出
来
、
只
説
他
牢
死
獄
中
。

　
　

８
．「
集
冤
亭
」
︱
貞
女
の
受
難

　

娘
が
殺
害
さ
れ
な
が
ら
も
書
生
を
愛
し
続
け
て
再
び
結
婚
す
る
。
娘
は
書
生

に
恋
を
す
る
が
好
色
な
男
に
殺
さ
れ
て
そ
の
男
を
取
り
殺
し
、
冤
罪
を
被
っ
た

書
生
の
無
罪
を
証
明
し
て
、
転
生
す
る
時
に
男
の
祖
父
に
男
と
の
結
婚
を
迫
ら

れ
る
が
、
関
帝
が
転
生
を
助
け
て
書
生
と
結
婚
さ
せ
る
。

昔
、
南
龍
県
46

、
郭
長
春
の
娘
翠
娥
。
楼
上
か
ら
書
生
呉
正
品
を
見
て
恋
す
る
。
こ
れ

を
見
た
蔡
倫
の
子
子
飛
が
正
品
を
装
っ
て
翠
娥
の
楼
に
忍
び
込
む
が
、
翠
娥
に
怪
し
ま

れ
て
殺
し
、
刺
繍
鞋
を
盗
み
去
る
。
翠
娥
の
亡
霊
は
呉
生
に
訴
え
、
呉
生
も
悲
し
む
。

翠
娥
は
子
飛
の
喉
を
引
っ
掻
い
て
殺
し
、
蔡
倫
は
側
に
い
た
呉
生
を
訴
え
る
。
翠
娥
は

県
令
の
姪
趙
銀
姑
に
憑
依
し
て
子
飛
が
犯
人
で
あ
り
、
刺
繍
鞋
を
妻
周
氏
に
渡
し
た
と

証
言
し
た
た
め
、
子
飛
は
処
刑
さ
れ
る
が
、
転
生
す
る
時
に
集
冤
亭
を
通
過
し
、
鞫
司

が
子
飛
の
祖
父
で
あ
っ
た
た
め
、
子
飛
と
の
結
婚
を
迫
ら
れ
る
。
翠
娥
の
嬸
母
何
氏
の

一
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亡
霊
が
帰
宅
し
て
夫
郭
三
全
と
共
に
聖
帝
に
訴
え
る
と
、
帝
君
は
王
刺
史
の
娘
湘
裙
に

転
生
さ
せ
、
刺
史
は
事
情
を
聞
い
て
呉
生
と
結
婚
さ
せ
る
。

　
　

９
．「
双
還
魂
」
︱
夫
婦
の
受
難

　

夫
婦
が
殺
害
さ
れ
て
も
蘇
生
し
て
再
び
結
婚
す
る
。
継
母
は
婿
の
貧
窮
を
嫌

い
、
娘
に
離
縁
を
迫
っ
て
婿
の
毒
殺
を
謀
る
が
、
誤
っ
て
実
子
を
殺
し
た
た
め

婿
を
訴
え
て
獄
死
さ
せ
る
。
娘
は
再
婚
を
迫
ら
れ
て
縊
死
す
る
が
、
婿
と
と
も

に
再
生
し
て
改
め
て
結
婚
す
る
。

昔
、
桂
陽
（
湖
南
）、
秦
平
章
の
曾
孫
の
嘉
樹
の
妻
は
胡
承
恩
の
次
女
。
紙
鳶
を
夢
見

て
娘
飛
瓊
を
生
む
。
胡
氏
の
死
後
、
後
妻
趙
氏
は
一
子
愛
児
を
生
む
。
嘉
樹
は
飛
瓊
の

婿
に
桂
華
の
一
子
秋
栄
を
選
び
、
桂
華
の
死
後
、
秋
栄
に
読
書
さ
せ
る
が
、
趙
氏
は
貧

乏
な
秋
栄
を
軽
蔑
し
、
飛
瓊
に
離
縁
を
勧
め
る
が
聴
か
な
い
た
め
、
秋
栄
の
毒
殺
を
謀

る
。
秋
栄
は
亡
父
に
遮
ら
れ
て
毒
酒
を
飲
ま
ず
、
愛
児
が
飲
ん
で
死
ん
だ
た
め
、
趙
氏

は
秋
栄
が
毒
殺
し
た
と
嘉
樹
に
誣
告
し
、
夫
婦
は
獄
吏
を
買
収
し
て
秋
栄
を
殺
さ
せ
る
。

閻
魔
は
秋
栄
が
文
曲
星
の
転
生
だ
と
知
る
と
、
口
に
還
魂
宝
珠
を
含
ま
せ
る
。
夫
婦
は

飛
瓊
を
王
姓
に
嫁
が
せ
る
が
、
飛
瓊
は
王
家
で
縊
死
し
、
艾
狗
狗
が
墓
を
暴
く
と
飛
瓊

は
蘇
生
す
る
。
狗
狗
は
死
ぬ
と
い
う
飛
瓊
を
説
得
し
て
家
に
住
ま
わ
せ
、
狗
狗
が
盗
賊

と
し
て
捕
ら
え
ら
れ
て
飛
瓊
は
遊
郭
に
売
ら
れ
る
が
、
艾
母
は
県
に
訴
え
て
飛
瓊
は
県

令
の
養
女
と
な
る
。
狗
狗
は
墓
の
中
の
声
を
聞
い
て
秋
栄
を
救
い
出
し
、
秋
栄
は
狂
風

に
よ
っ
て
嶺
南
に
吹
き
飛
ば
さ
れ
、
飛
瓊
と
再
会
す
る
。

　
　

12
．「
貞
烈
女
楼
」
︱
貞
女
の
受
難

　

善
人
の
子
と
嫁
が
危
害
を
受
け
る
が
起
死
回
生
し
て
結
ば
れ
る
。
善
行
に

よ
っ
て
授
か
っ
た
子
は
殺
さ
れ
る
が
、
起
死
回
生
の
宝
珠
を
得
て
再
生
し
、
婚

約
者
の
娘
は
再
婚
を
強
要
さ
れ
て
も
貞
節
を
守
っ
て
身
投
げ
し
、
再
生
し
た
子

と
結
ば
れ
る
。

国
朝
咸
豊
九
年
、
甘
粛
省
正
寧
州
47

、
牛
文
仲
。
善
行
に
よ
っ
て
一
子
良
玉
を
授
か
る
。

文
仲
の
妹
婿
向
南
斗
は
良
玉
に
娘
彩
雲
と
の
婚
姻
を
勧
め
る
。
良
玉
は
癩
蝦
蟇
の
吐
い

た
紅
珠
を
王
屠
戸
に
預
け
て
病
父
の
肉
を
買
う
が
、
文
魁
星
が
起
死
回
生
の
宝
珠
だ
と

告
げ
て
奪
い
取
り
、
良
玉
は
屠
戸
に
宝
珠
を
要
求
し
て
殺
さ
れ
る
。
彩
雲
は
嫂
邱
氏
が

羅
亭
玉
の
子
紹
基
と
の
再
婚
を
紹
介
す
る
が
、
逃
げ
て
牛
家
に
住
む
。
南
斗
は
彩
雲
が

誕
生
祝
い
に
来
た
時
に
乗
じ
て
轎
で
羅
家
に
送
ろ
う
と
す
る
が
、
池
に
身
投
げ
し
た
彩

雲
を
観
音
が
救
い
、
州
守
は
彩
雲
の
訴
え
を
聴
い
て
羅
亭
玉
父
子
を
捕
ら
え
る
。
布
庁

（
布
政
使
）
は
収
賄
し
て
紹
基
と
の
結
婚
を
認
め
、
彩
雲
は
羅
家
に
送
ら
れ
る
が
、
途

中
で
州
守
に
遭
っ
て
救
わ
れ
る
。
屠
戸
が
良
玉
の
宝
珠
を
盗
む
た
め
墓
を
暴
く
と
、
良

玉
が
蘇
生
し
て
彩
雲
と
結
婚
し
、
良
玉
は
進
宝
状
元
を
授
か
り
、
彩
雲
に
は
貞
烈
女
楼

が
建
て
ら
れ
る
。

　
　

14
．「
双
槐
樹
」
︱
夫
婦
の
受
難

　

夫
婦
が
悪
い
弟
嫁
に
引
き
裂
か
れ
な
が
ら
も
再
び
結
ば
れ
る
。
弟
の
嫁
は
財

産
の
独
占
を
謀
っ
て
兄
の
子
を
戦
場
に
送
り
、
兄
の
嫁
を
再
婚
さ
せ
よ
う
と
す

る
が
、
兄
の
子
は
道
士
か
ら
宝
剣
を
授
か
っ
て
戦
功
を
立
て
、
兄
の
嫁
と
姑
は

一
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逃
れ
て
兄
の
子
と
再
会
し
、
兄
の
子
を
援
助
し
た
弟
の
子
も
出
世
し
て
、
弟
の

嫁
は
雷
に
撃
た
れ
て
死
ぬ
。

宋
の
時
、
双
槐
樹
、
兄
包
克
寛
の
子
洪
恩
は
武
道
を
学
ぶ
。
嫁
馮
蕙
蘭
は
孝
順
和
睦
。

弟
包
克
仁
の
妻
朱
氏
は
毒
婦
で
、
子
洪
貴
は
読
書
す
る
。
克
寛
が
逝
去
し
、
西
番
の
叛

乱
が
起
こ
る
と
、
朱
氏
は
財
産
を
独
占
す
る
た
め
、
洪
恩
を
参
戦
さ
せ
る
。
洪
貴
は
銀

と
馬
を
提
供
す
る
が
、
甥
朱
標
に
奪
わ
れ
る
。
洪
恩
は
道
士
か
ら
銀
・
衣
・
宝
剣
を
授

か
っ
て
辺
境
に
向
か
う
。
洪
貴
は
盗
賊
に
遭
っ
た
た
め
そ
の
ま
ま
遊
学
す
る
。
朱
氏
は

朱
標
を
養
子
に
す
る
た
め
、
蕙
蘭
に
拷
問
を
加
え
て
再
婚
を
迫
る
。
朱
氏
が
姑
李
氏
と

蕙
蘭
に
羊
飼
い
を
さ
せ
る
と
、
羊
が
二
人
を
暖
め
る
。
二
人
は
逃
亡
し
て
乞
食
を
す
る
。

十
年
後
に
洪
恩
は
凱
旋
し
て
西
平
侯
に
封
じ
ら
れ
、
洪
貴
は
会
元
に
及
第
し
て
帰
郷
し
、

朱
標
を
斬
首
す
る
。
朱
氏
が
双
槐
樹
の
下
に
李
氏
と
蕙
蘭
の
偽
の
墓
を
作
る
と
、
二
人

が
帰
郷
し
て
洪
恩
と
再
会
す
る
。
朱
氏
は
雷
に
撃
た
れ
て
死
ぬ
。

　
　

15
．「
鴛
鴦
巧
瓶
」
︱
節
婦
の
受
難

　

節
婦
が
権
勢
者
に
姦
淫
を
迫
ら
れ
る
が
包
公
に
挫
か
れ
る
。
悪
友
は
妻
に
横

恋
慕
し
て
夫
を
毒
殺
す
る
が
、
包
公
が
妻
の
訴
え
を
聴
い
て
悪
友
を
裁
く
。

宋
朝
、
銭
塘
県
、
張
伯
廉
。
子
紹
渠
。
呉
孝
廉
の
娘
蘭
英
を
娶
る
。
伯
廉
が
死
ぬ
と
、

好
色
な
都
司
の
子
孫
韜
が
葬
儀
に
参
列
す
る
。
紹
渠
は
孫
韜
が
自
分
の
才
能
を
認
め
た

と
誤
解
す
る
。
孫
韜
は
蘭
英
に
言
い
寄
り
、
蘭
英
と
紹
渠
は
怒
っ
て
絶
交
す
る
。
孫
韜

は
劉
鼎
甲
を
買
収
し
て
陰
謀
を
授
か
り
、
紹
渠
を
家
に
招
待
す
る
。
紹
渠
は
蘭
英
の
諫

言
を
聴
か
ず
出
か
け
て
鴛
鴦
壺
に
入
っ
た
毒
酒
を
飲
ん
で
死
ぬ
。
蘭
英
は
県
に
訴
え
る

が
、
孫
韜
が
贈
賄
し
て
も
み
消
す
。
こ
の
時
、
包
公
が
飢
饉
救
済
に
訪
れ
て
呉
氏
の
訴

え
を
聴
き
、
孫
韜
を
招
待
し
、
紹
渠
の
亡
霊
を
演
じ
て
犯
行
を
自
供
さ
せ
る
。

　
　

16
．「
成
人
美
」
︱
貧
婿
の
受
難

　

書
生
が
岳
父
に
離
婚
を
迫
ら
れ
る
が
、
友
人
の
粋
な
計
ら
い
で
婚
約
者
と
結

ば
れ
る
。

国
朝
雍
正
年
間
、
江
西
省
広
信
府
桂
渓
県
48

、
丁
光
耀
。
文
挙
。
一
子
継
蘭
。
武
挙
莫

天
相
の
娘
素
貞
と
婚
約
す
る
前
に
光
耀
が
死
ぬ
。
継
蘭
は
光
耀
の
遺
言
を
歌
詞
に
し
て

皆
に
聴
か
せ
る
。
天
相
は
継
蘭
の
貧
困
を
喜
ば
ず
、
援
助
を
拒
む
。
妻
管
氏
は
怒
っ
て

銀
百
両
を
貸
す
。
管
氏
は
素
貞
に
三
従
四
徳
の
意
味
を
質
し
、
七
出
八
則
・
十
不
可
の

意
味
を
講
じ
る
。
天
相
は
継
蘭
を
招
待
し
て
素
貞
が
廃
人
に
な
っ
た
と
偽
り
、
常
抜
貢

に
離
縁
を
勧
め
さ
せ
る
が
、
抜
貢
は
怒
っ
て
退
席
し
、
継
蘭
は
離
縁
状
を
書
か
さ
れ
る
。

抜
貢
は
学
堂
で
読
書
に
励
む
王
進
士
の
子
之
臣
に
遭
っ
て
気
に
入
り
、
妻
古
氏
と
相
談

し
て
娘
芙
蓉
の
婿
に
し
て
援
助
す
る
。
継
蘭
は
恒
尚
義
の
援
助
を
得
て
試
験
を
受
け
る
。

尚
義
は
妻
卜
氏
の
死
後
に
再
婚
を
考
え
る
が
、
仲
人
成
全
が
素
貞
を
紹
介
し
た
の
に
乗

じ
て
、
継
蘭
を
婚
礼
に
招
待
す
る
。
素
貞
は
侍
女
玉
梅
に
促
さ
れ
て
と
り
あ
え
ず
恒
家

に
嫁
ぐ
。
尚
義
は
継
蘭
を
酔
わ
せ
て
ベ
ッ
ド
に
寝
か
せ
、
素
貞
と
書
屋
を
共
に
さ
せ
る
。

後
に
四
人
の
書
生
は
会
試
に
合
格
す
る
。
天
相
は
状
元
継
蘭
に
面
会
に
来
る
が
、
四
人

か
ら
嘲
笑
を
受
け
る
。

一
五



　
　

18
．「
珍
珠
塔
」
︱
貧
婿
の
出
世

　

書
生
が
岳
母
に
貧
乏
を
嫌
わ
れ
る
が
、婚
約
者
と
そ
の
侍
女
の
援
助
を
受
け
、

危
難
を
乗
り
越
え
て
科
挙
に
及
第
し
、
母
と
も
再
会
す
る
。

明
朝
、
河
南
洛
陽
県
、
方
定
。
御
史
。
一
子
方
卿
が
一
歳
の
時
、
厳
嵩
父
子
の
迫
害
に

よ
り
死
去
す
る
。
翰
林
出
身
の
姑
父
陳
廉
が
弁
護
し
て
母
李
夫
人
と
棺
を
運
ん
で
帰
郷

す
る
。
方
卿
は
李
夫
人
と
相
談
し
て
科
挙
受
験
の
旅
費
を
借
り
る
た
め
山
東
の
姑
父
を

訪
ね
る
。
山
東
に
着
く
と
、
占
い
師
が
富
貴
の
面
相
だ
と
叫
ぶ
。
陳
家
に
着
く
と
寄
奴

が
出
迎
え
、
陳
廉
は
衣
服
を
着
替
え
さ
せ
て
誕
生
祝
い
の
席
に
出
さ
せ
る
が
、
侍
女
紅

芸
が
夫
人
に
讒
言
し
た
た
め
、
夫
人
は
路
銀
を
貸
さ
ず
、
方
卿
は
出
口
を
間
違
え
て
娘

翠
娥
の
侍
女
采
蘋
に
出
会
い
、
翠
娥
か
ら
珍
珠
と
宝
塔
を
贈
ら
れ
る
。
陳
廉
は
方
卿
の

後
を
追
っ
て
路
銀
を
贈
り
、
方
卿
は
白
玉
蓮
墜
を
贈
っ
て
、
翠
娥
と
の
婚
約
を
交
わ
す
。

方
卿
は
強
盗
に
遭
っ
て
荷
物
を
奪
わ
れ
、
井
戸
に
落
と
さ
れ
る
が
、
畢
大
人
に
救
わ
れ

る
。
強
盗
は
宝
塔
を
陳
家
の
質
屋
に
出
し
た
た
め
、
陳
廉
は
強
盗
に
犯
行
を
自
供
さ
せ

る
が
、
方
卿
が
見
つ
か
ら
ず
、
寄
奴
を
洛
陽
に
遣
る
。
方
卿
は
使
者
を
洛
陽
に
遣
る
が
、

使
者
は
途
中
で
病
気
に
な
る
。
李
夫
人
は
飢
饉
を
避
け
て
山
東
に
至
り
、
尼
寺
で
方
卿

が
死
ん
だ
と
聞
い
て
下
働
き
を
す
る
。
翠
娥
は
陳
廉
の
病
気
快
復
祈
願
の
た
め
尼
寺
に

詣
で
て
李
夫
人
に
会
う
。
方
卿
は
科
挙
に
及
第
し
て
十
二
府
巡
按
に
任
命
さ
れ
、
道
士

に
扮
し
て
尼
寺
に
至
る
。
李
夫
人
は
方
卿
が
妻
を
棄
て
て
出
家
し
た
と
誤
解
す
る
。
采

蘋
は
陳
廉
に
知
ら
せ
、
方
卿
は
陳
家
に
招
か
れ
、
翠
娥
は
方
卿
の
服
装
を
見
て
悲
し
む
。

方
卿
は
事
情
を
話
し
、
改
め
て
李
夫
人
に
会
い
、
翠
娥
・
畢
氏
・
采
蘋
を
娶
る
。
占
い

師
が
再
来
し
、宝
塔
を
梁
上
に
投
げ
て
清
官
と
な
る
よ
う
戒
め
る
。
紅
芸
は
悪
病
に
罹
っ

て
死
ぬ
。

　
　

24
．「
嫌
妻
受
窮
」
︱
醜
妻
の
幸
福

　

醜
女
が
美
貌
を
得
、
婚
約
者
も
背
が
伸
び
て
幸
福
を
得
る
物
語
。
醜
貌
の
妻

が
夫
の
虐
待
に
耐
え
る
と
竈
神
の
加
護
で
美
貌
を
得
、
婚
約
者
の
せ
む
し
男
も

腰
が
伸
び
る
。
醜
貌
を
嫌
っ
た
夫
は
妻
を
虐
待
し
て
貧
窮
す
る
。

道
光
の
時
、福
寧
州（
福
建
）49
、
徐
廷
貴
。
妻
李
氏
。
夫
婦
は﹁
竈
君
戒
規
﹂を
遵
守
す
る
。

娘
妹
児
は
徳
性
こ
そ
優
れ
て
い
た
が
、
容
色
は
な
ぜ
か
成
長
す
る
に
つ
れ
て
劣
っ
て
い
っ
た
。

夫
と
な
る
栁
廷
玉
の
子
金
桂
は
わ
が
ま
ま
で
貧
乏
人
を
嫌
い
、
妹
児
の
醜
貌
を
見
る
と
父
母

を
怨
ん
で
妹
児
を
相
手
に
し
な
か
っ
た
。
廷
玉
夫
婦
は
妹
児
に
他
家
へ
の
再
婚
を
勧
め
た
が
、

妹
児
は
聴
か
ず
、
金
桂
の
虐
待
に
耐
え
る
。
竈
王
府
君
は
夢
で
妹
児
に
昆
棃
山
の
李
身
它
子

の
子
小
身
它
子
に
嫁
げ
ば
美
貌
に
な
る
と
示
唆
す
る
。
小
身
它
子
は
結
婚
を
喜
ん
で
石
に
つ

ま
ず
く
が
、
起
き
る
と
腰
が
伸
び
、
妹
児
も
夢
で
顔
を
掻
か
れ
て
美
貌
に
変
わ
る
。
不
思
議

な
こ
と
に
李
家
の
塀
の
煉
瓦
は
金
銀
で
あ
り
、
裕
福
に
な
っ
て
双
子
金
児
・
銀
児
が
生
ま
れ

る
。
金
桂
は
呉
黒
子
と
婚
約
し
て
い
た
張
小
作
人
の
娘
秀
英
を
奪
っ
た
た
め
訴
え
ら
れ
た
上

に
、
災
害
と
疫
病
で
父
母
も
秀
英
を
失
い
、
乞
食
を
し
て
妹
児
の
家
に
至
る
。
妹
児
は
饅
頭

の
中
に
銀
を
隠
し
て
贈
る
が
、
姑
が
そ
の
饅
頭
を
買
っ
て
帰
る
。
金
桂
は
後
悔
し
て
洞
中
で

病
死
す
る
。

一
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六　

冤
罪
案
一
篇

　
　

25
．「
双
屈
縁
」
︱
兄
弟
の
冤
罪

　

兄
弟
が
同
時
に
姦
通
殺
人
の
冤
罪
を
被
る
物
語
。
文
武
に
優
れ
た
兄
弟
が
犯

罪
者
と
疑
わ
れ
る
が
、
容
疑
者
の
妻
の
弟
が
出
世
し
て
赴
任
し
、
兄
弟
の
嫌
疑

を
晴
ら
す
。

昔
、
山
東
済
南
府
臨
都
県
50

、
潘
生
。
観
音
院
で
教
え
る
。
生
徒
の
朱
成
富
は
よ
く
勉

強
し
、
兄
成
武
が
結
婚
も
せ
ず
支
援
す
る
。
隣
家
の
胡
玉
の
息
子
学
古
は
愚
鈍
で
、
妻

陳
連
珠
は
成
富
の
読
書
に
感
心
す
る
。
清
明
節
に
胡
玉
が
妻
子
と
墓
参
り
に
行
く
と
、

連
珠
は
孤
独
の
身
を
悲
し
み
、
塾
の
手
伝
い
の
李
文
稀
が
上
京
す
る
と
聞
き
、
留
守
を

し
て
い
た
成
富
に
母
と
弟
天
柱
へ
の
手
紙
の
代
書
を
依
頼
す
る
。
姑
黄
氏
は
連
珠
が
成

富
に
鶏
と
酒
を
贈
る
の
を
見
て
怒
り
、
学
古
が
成
富
の
食
べ
残
し
た
鶏
酒
を
食
べ
て
血

を
流
し
て
死
ぬ
と
、
連
珠
と
成
富
が
姦
通
し
て
学
古
を
殺
し
た
と
訴
え
る
。
知
県
頼
文

才
は
男
女
を
拷
問
し
て
投
獄
す
る
。﹂
鄭
文
英
は
父
が
官
糧
を
収
め
ず
投
獄
さ
れ
た
こ

と
を
妻
王
氏
に
告
げ
、
王
氏
の
簪
・
腕
輪
を
質
に
出
し
て
帰
り
、
さ
ら
に
王
氏
の
実
家

に
借
金
に
行
く
が
、
そ
れ
を
賊
が
聴
い
て
盗
も
う
と
し
て
王
氏
を
刺
し
て
逃
げ
る
。
そ

こ
へ
成
武
が
成
富
を
救
う
た
め
に
夜
行
し
て
表
弟
で
あ
る
文
英
の
家
に
宿
泊
に
来
て
、

文
英
か
ら
王
氏
を
殺
し
た
と
訴
え
ら
れ
る
。
天
柱
は
北
京
順
天
府
の
劉
天
遂
の
義
子
と

な
り
、
武
解
元
に
及
第
し
て
帰
郷
す
る
と
こ
ろ
に
連
珠
の
手
紙
が
届
き
、
臨
都
県
に
赴

い
て
護
送
さ
れ
る
連
珠
ら
を
救
出
し
て
北
京
に
至
る
。
天
遂
は
兄
で
吏
部
の
劉
文
進
に

は
か
り
、
天
柱
と
私
服
で
臨
都
県
を
調
査
す
る
が
、
途
中
で
盗
賊
周
非
友
に
荷
物
を
奪

わ
れ
る
。
非
友
は
捕
ら
え
ら
れ
て
王
氏
の
殺
害
を
自
供
す
る
。
ま
た
観
音
院
に
鶏
肉
を

置
く
と
蜈
蚣
が
現
れ
、
学
古
は
蜈
蚣
の
毒
で
死
ん
だ
と
判
明
す
る
。
勅
旨
が
下
っ
て
県

令
は
解
任
、
非
友
は
斬
首
、
成
富
は
胡
玉
の
義
子
と
な
っ
て
連
珠
と
結
婚
す
る
。

　
　
　
　
　

七　

結
論

　

清
光
緒
年
間
に
湖
北
沙
市
の
善
成
堂
が
刊
行
し
た
宣
講
書
﹃
触
目
警
心
﹄
五

巻
は
、
各
巻
五
篇
ず
つ
の
案
証
を
収
録
し
て
お
り
、
主
題
は
善
悪
・
孝
行
・
兄

弟
・
夫
婦
・
冤
罪
な
ど
に
分
類
で
き
る
が
、
そ
れ
ら
は
単
行
本
と
し
て
も
刊
行

で
き
る
形
態
を
取
っ
て
お
り
、内
容
も
単
純
に
教
訓
を
説
い
た
も
の
で
は
な
く
、

多
数
の
人
物
を
登
場
さ
せ
て
起
伏
の
あ
る
ス
ト
ー
リ
ー
を
展
開
し
て
お
り
、
宣

講
が
時
代
を
下
る
に
つ
れ
て
物
語
性
を
持
つ
娯
楽
性
の
強
い
も
の
、
す
な
わ
ち

芸
能
に
変
容
し
て
い
っ
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
当
時
の
聴
衆

の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
結
果
で
あ
ろ
う
。

注１　

早
稲
田
大
学
風
陵
文
庫
蔵
本
五
冊
。
上
海
図
書
館
蔵
本
六
冊
。

２　

魏
隠
儒
編
著
﹃
中
国
古
籍
印
刷
史
﹄（
印
刷
工
業
出
版
社
、一
九
八
八
年
）、

第
十
四
章﹁
清
代
的
彫
版
印
書
事
業
﹂第
三
節﹁
坊
刻
本
﹂（
百
七
十
二
頁
）に
、

﹁
善
成
堂
也
是
晚
清
規
模
較
大
、
刻
書
較
多
的
一
个
書
肆
︐
為
四
川
傅
氏
出

生
開
設
。
総
号
設
在
重
慶
；
成
都
、
江
西
南
昌
、
湖
北
沙
市
、
漢
口
、
山
東

東
昌
、
済
南
、
河
北
泊
鎮
和
北
京
都
設
有
分
号
。﹂
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３　

王
百
川
纂
﹃
民
国
沙
市
志
略
﹄（
一
九
一
六
年
）
沿
革
第
一
に
、﹁
施
廷
枢

﹃
府
志
﹄
紀
郷
鎮
、沙
市
、一
名
沙
津
、一
名
沙
頭
。
在
城
東
南
十
五
里
。
沙
・

草
二
市
、
為
江
陵
諸
市
之
最
大
者
。
就
中
沙
市
、
尤
為
浩
穣
。
列
肆
則
百
貨

充
牣
、肆
頭
則
万
舫
鱗
集
。
黄
義
尊
﹃
江
陵
県
志
﹄
郷
鎮
、﹁
︙
︙
元
微
之
詩
、

闐
咽
沙
頭
市
、
玲
瓏
竹
岸
牕
。
知
其
盛
、
在
唐
時
已
然
矣
。﹂（﹃
中
国
地
方

志
集
成
﹄
湖
北
府
県
志
輯
㊳
、
江
蘇
古
籍
出
版
社
・
上
海
書
店
・
巴
蜀
書
社
、

一
九
九
〇
年
）
乾
隆
﹃
江
陵
県
志
﹄
郷
鎮
に
、﹁
沙
津
為
三
楚
名
鎮
、
通
南

北
諸
省
、
賈
客
揚
帆
而
来
者
、
多
至
数
千
艘
、
向
晩
蓬
灯
遠
映
、
照
燿
常
若

白
昼
。﹂
参
考

：

聶
成
茹
﹁
両
本
百
年
古
書
中
的
沙
市
﹂（
江
漢
商
報
、
二
〇

一
二
一
一
二
四
期
）
等
。

４　

中
央
研
究
院
蔵
。
封
面
﹁
光
緒
戊
申
季
春
鐫
巴
蜀
善
成
堂
蔵
板
﹂。
収
録

案
証
三
十
篇
。

５　

参
考

：

阿
部
泰
記
﹁
山
東
の
宣
講
書
﹃
宣
講
宝
銘
﹄
残
巻
に
つ
い
て
﹂

 

（
山
口
大
学
文
学
会
志
、
六
十
二
号
、
二
一
─
三
七
頁
、
二
〇
一
二
年
三
月
）。

６　
﹁
号
﹂
は
頁
数
を
示
す
。
以
下
、
省
略
す
る
。

７　

四
巻
三
十
案
。
封
面
﹁
光
緒
戊
申
春
月
、
経
元
書
室
重
刊
﹂。
早
稲
田
大

学
風
陵
文
庫
蔵
。﹃
宣
講
福
報
﹄
巻
一
﹁
五
桂
聯
芳
﹂（
原
典
﹃
寿
世
元
﹄）

を
転
載
。
な
お
﹃
宣
講
拾
遺
﹄
巻
四
﹁
燕
山
五
桂
﹂
は
異
文
。

８　

四
巻
二
十
七
案
。四
巻
三
十
案
。封
面﹁
光
緒
戊
申
春
月
、経
元
書
室
重
刊
﹂。

早
稲
田
大
学
風
陵
文
庫
蔵
。﹃
宣
講
珠
璣
﹄巻
四﹁
滴
血
成
珠
﹂（
宣
十
四
場
）、

﹃
宣
講
大
全
﹄﹁
滴
血
成
珠
﹂
を
転
載
。
後
に
﹃
消
劫
大
全
﹄
巻
五
、﹃
宣
講

全
集
﹄
第
一
冊
（
民
国
三
十
六
年
初
版
、
漢
口
鑫
文
出
版
社
選
輯
、
重
慶
大

同
書
局
発
行
）
に
転
載
す
る
。﹃
消
劫
大
全
﹄
巻
五
の
第
一
行
に
は
﹁
消
劫

大
全
巻
五
高
霊
原
手
書
古
臨
江
挽
劫
堂
編
輯
﹂、
第
二
行
に
は
﹁
滴
血
成
珠
﹂

と
﹁
触
目
警
心
﹂
を
記
す
。
漢
川
善
書
演
目
。
湖
北
省
漢
川
市
政
協
学
習
文

史
資
料
委
員
会
編
﹃
漢
川
文
史
資
料
叢
書
﹄
第
二
十
一
輯
﹃
漢
川
善
書
﹄（
二

〇
〇
五
年
十
二
月
）﹁
善
書
案
伝
﹂
収
録
。

９　

不
詳
。﹃
宣
講
摘
要
﹄巻
二﹁
助
夫
顕
栄
﹂、﹃
宣
講
大
全
﹄﹁
助
夫
顕
栄
﹂﹃
宣

講
管
規
﹄
巻
五
﹁
全
節
得
栄
﹂
は
異
文
。
前
掲
﹃
宣
講
全
集
﹄
第
二
冊
に
転

載
す
る
。漢
川
善
書
演
目
。﹃
漢
川
善
書
﹄（
二
〇
〇
五
年
十
二
月
）﹁
善
書
案
伝
﹂

収
録
。

10　

封
面
裏
﹁
石
照
雲
霞
子
編
輯
・
安
貞
子
校
書
﹂。
現
存
の
﹃
福
縁
善
果
﹄

に
収
録
す
る
案
証
は
、第
一
巻﹁
天
官
賜
福
﹂﹁
閨
女
訓
子
﹂﹁
烏
碧
免
災
﹂﹁
賭

場
活
祭
﹂﹁
鴛
鴦
巧
瓶
﹂（
于
頭
、二
〇
〇
九
年
七
月
、孔
夫
子
旧
書
網
出
品
）、

第
二
巻
﹁
剪
髪
完
貞
﹂﹁
疑
姦
殺
父
﹂﹁
忘
恩
負
義
﹂、第
三
巻
﹁
彩
霞
配
﹂﹁
冤

中
冤
﹂﹁
麒
麟
閣
﹂﹁
血
書
□
﹂﹁
碧
玉
圏
﹂（
玖
鑫
書
屋
、二
〇
一
二
年
三
月
、

孔
夫
子
旧
書
網
出
品
）、第
四
巻﹁
師
弟
異
報
﹂﹁
天
賜
金
馬
﹂﹁
嫌
貧
分
産
﹂﹁
完

貞
証
果
﹂。﹃
福
縁
善
果
﹄
三
冊
三
巻
本
は
、
各
巻
七
篇
の
案
証
を
収
録
し
て

い
る
と
い
う
。
封
面
﹁
光
緒
癸
巳
年
季
春
月
重
刊
／
福
縁
善
果
／
成
都
王
成

文
斎
蔵
板
﹂。
槐
軒
一
脈
、
二
〇
〇
七
年
六
月
、
孔
夫
子
旧
書
網
出
品
。

11　

四
巻
二
十
四
案
。
大
連
図
書
館
蔵
。
封
面
﹁
民
国
乙
卯
年
重
鐫
／
浪
裏
生

舟
／
新
都
鑫
記
書
荘
蔵
板
﹂。
雲
霞
子
編
・
石
照
自
省
子
校
書
。﹃
浪
裏
生
舟
﹄

巻
三
﹁
戒
烟
全
節
﹂
を
転
載
。

12　

存
一
、
三
、
四
巻
十
八
案
。
上
海
図
書
館
蔵
。
封
面
﹁
民
国
三
十
年
新
刻

一
八



／
万
善
帰
壹
／
儒
興
堂
蔵
板
﹂。
石
照
雲
編
輯
、安
貞
子
校
書
。﹃
万
善
帰
一
﹄

巻
二
﹁
白
玉
圏
﹂
を
転
載
。
後
に
﹃
消
劫
大
全
﹄
巻
五
に
転
載
す
る
。
注
６

参
照
。
油
印
﹃
白
玉
圏
﹄（
荊
州
）
の
単
行
本
は
異
文
。
漢
川
善
書
演
目
。

13　

八
巻
六
十
一
案
。
光
緒
戊
申
（
一
九
〇
八
年
）
仲
夏
、
西
湖
侠
漢
、
漢
口

六
芸
書
局
序
。
首
都
図
書
館
等
蔵
。
本
案
は
現
行
﹃
宣
講
大
全
﹄
に
収
録
せ

ず
。﹃
宣
講
集
要
﹄
巻
十
一
﹁
方
便
美
報
﹂。

14　
﹃
万
善
帰
一
﹄
巻
四
﹁
集
冤
亭
﹂
を
転
載
。

15　
﹃
万
善
帰
一
﹄
巻
二
﹁
双
還
魂
﹂
を
転
載
。
漢
川
善
書
演
目
。

16　
﹃
福
縁
善
果
﹄
巻
二
（
四
川
徳
陽
市
雒
城
空
間
、
二
〇
一
二
年
十
二
月
、

孔
夫
子
旧
書
網
出
品
）
収
録
。
注
８
参
照
。

17　
﹃
宣
講
珠
璣
﹄
巻
三
（
宣
六
場
）
を
転
載
。

18　

不
詳
。

19　

不
詳
。
漢
川
善
書
演
目
﹁
修
橋
獲
金
﹂。

20　
﹃
保
命
金
丹
﹄
巻
三
（
現
存
）
に
収
録
せ
ず
。
本
案
は
前
掲
﹃
宣
講
全
集
﹄

第
二
冊
（
民
国
三
十
六
年
初
版
）
に
転
載
す
る
。
漢
川
善
書
演
目
。﹃
漢
川

善
書
案
伝
目
録
﹄（
二
〇
〇
六
年
十
一
月
）
掲
載
。

21　

不
詳
。
漢
川
善
書
演
目
。

22　

不
詳
。
漢
川
善
書
演
目
。
漢
川
市
非
物
質
文
化
遺
産
保
護
中
心
﹃
漢
川
善

書
案
伝
目
録
﹄（
二
〇
〇
六
年
十
一
月
）
掲
載
。

23　
﹃
浪
裏
生
舟
﹄巻
二
収
録
。
漢
川
善
書
演
目
。﹃
漢
川
善
書
案
伝
目
録
﹄（
二

〇
〇
六
年
十
一
月
）
掲
載
。

24　

不
詳
。﹃
宣
講
摘
要
﹄
巻
一
﹁
鳳
山
遇
母
﹂、﹃
宣
講
大
全
﹄﹁
鳳
山
遇
母
﹂

は
異
文
。

25　

現
行
﹃
宣
講
大
全
﹄
に
収
録
せ
ず
。

26　

不
詳
。﹃
万
選
青
銭
﹄
巻
一
﹁
太
乙
指
地
﹂
は
異
文
。

27　

不
詳
。

28　
﹃
万
善
帰
一
﹄
巻
二
﹁
双
屈
縁
﹂
を
転
載
。
後
に
﹃
消
劫
大
全
﹄
巻
五
に

転
載
す
る
。
巻
一
﹁
滴
血
成
珠
﹂
注
参
照
。
漢
川
善
書
演
目
。

29　

陳
戌
国
・
喩
清
点
校
﹃
三
字
経
﹄、
長
沙

：

岳
麓
書
社
、
一
九
八
六
年
。

呉
蒙
標
点
﹃
三
字
経
・
百
家
姓
・
千
字
文
﹄、
上
海

：

上
海
古
籍
出
版
社
、

一
九
八
八
年
。

30　
﹃
文
昌
帝
君
陰
騭
文
曁
文
昌
帝
君
戒
淫
宝
録
﹄、
上
海

：

蘇
錫
文
、
一
九
三

九
年
。

31　
﹃
文
昌
帝
君
陰
騭
文
広
義
節
録
﹄、
揚
州

：

揚
州
蔵
経
禅
院
、一
八
八
一
年
。

32　

常
安
県
は
陝
西
省
に
属
す
る
。

33　

参
考

：

阿
部
泰
記
﹁
地
方
劇
に
お
け
る
張
文
貴
故
事
の
内
容
と
特
色
﹂、

山
口
大
学
文
学
会
志
四
十
八
巻
、
一
九
九
七
年
三
月
。

34　

平
遠
県
は
正
し
く
は
平
遠
州
。

35　

叙
州
府
は
四
川
省
に
属
す
る
。

36　
﹁
採
取
﹃
増
訂
輯
要
﹄﹂
と
注
記
す
る
。﹃
増
訂
輯
要
﹄
に
つ
い
て
は
不
詳
。

37　

早
稲
田
大
学
風
陵
文
庫
本
は
第
十
七
葉
を
欠
く
。
二
千
五
百
八
十
八
字
に

は
こ
の
一
葉
の
字
数
を
加
え
て
い
る
。

38　

民
国
年
間
、
中
湘
九
総
黄
三
元
堂
刊
。

39　

民
国
七
年
（
一
九
一
八
年
）
刊
。
譚
正
璧
﹃
弾
詞
叙
録
﹄（
一
九
八
一
年
、

一
九



上
海
古
籍
出
版
社
）
参
照
。

40　

曽
白
融
主
編﹃
京
劇
劇
目
辞
典
﹄（
一
九
八
九
年
、中
国
戯
劇
出
版
社
）参
照
。

41　

龍
国
成
口
述
。
安
徽
省
伝
統
劇
目
研
究
室
編
印﹃
安
徽
省
伝
統
劇
目
匯
編
﹄

盧
劇
第
八
集
（
一
九
五
八
年
、
一
三
一
～
一
七
○
頁
）。

42　

一
名
﹃
三
下
河
南
﹄。
福
建
省
文
化
局
編
印
﹃
福
建
戯
曲
伝
統
劇
目
索
引
﹄

二
輯
（
一
九
五
八
年
）
参
照
。

43　

莪
眉
県
は
正
し
く
は
峨
眉
県
。

44　

果
山
は
山
東
省
で
は
な
く
、
四
川
省
南
充
県
に
存
在
す
る
。

45　

撫
州
は
江
西
省
に
属
す
る
。

46　

不
詳
。

47　

正
寧
州
は
正
し
く
は
正
寧
県
。

48　

桂
渓
県
は
正
し
く
は
貴
渓
県
。

49　

福
寧
州
は
正
し
く
は
福
寧
府
。

50　

臨
都
県
は
存
在
し
な
い
。
臨
邑
県
の
誤
か
。

︹
附
記
︺

　

本
論
文
は
昭
和
二
十
五
年
度
人
文
学
部
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹁
聖
諭
宣
講
の

芸
能
化
に
関
す
る
調
査
研
究
﹂（
代
表　

阿
部
泰
記
）
の
研
究
成
果
で
あ
る
。

二
〇


